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14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
コ
ロ

ナ
禍
で
多
く
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
老

舗
、
名
店
が
看
板
を
下
す
中
、
ス
イ
ス

生
ま
れ
の
ト
ー
シ
ェ
︵T

euscher 

︶

は
未
だ
健
在
。
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
﹁
シ
ャ

ン
ペ
ー
ン
・
ト
リ
ュ
フ
﹂
は
少
量
ず
つ

手
作
業
で
作
ら
れ
、
極
上
の
ド
ン
ペ
リ

ニ
ヨ
ン
ク
リ
ー
ム
が
入
っ
て
い
る
。
ダ

ー
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
ガ
ナ
ッ
シ
ュ
に

包
ま
れ
、
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
シ

ェ
ル
に
覆
わ
れ
、
コ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ナ

ー
ズ
シ
ュ
ガ
ー
で
仕
上
げ
ら
れ
た
完
璧

な
チ
ョ
コ
。
甘
さ
に
酔
う
大
人
の
味
。

Ｎ
Ｙ
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ

ー
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
店
と
マ
ジ
ソ
ン
店
。

２
個
入
り
８
ド
ル
95
セ
ン
ト
か
ら
。

甘さに酔う
バレンタイン
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米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ

Ｄ
Ｃ
︶
は
７
日
、
世
界
各
地
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
基
づ
い
て
毎
週
更
新
す

る
渡
航
警
戒
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ト

で
、日
本
を
含
む
１
３
６
か
国
・

地
域
が
最
大
の
﹁
レ
ベ
ル
４
﹂

に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

先
週
メ
キ
シ
コ
、ブ
ラ
ジ
ル
、

チ
リ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
パ
ラ
グ

ア
イ
、
仏
領
ギ
ア
ナ
、
カ
リ
ブ

海
の
英
領
ア
ン
ギ
ラ
、
セ
ン
ト

ビ
ン
セ
ン
ト
お
よ
び
グ
レ
ナ
デ

ィ
ー
ン
諸
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ル
ド
バ
と
コ

ソ
ボ
な
ど
12
か
国
を
対
象
と
し

て
追
加
し
た
の
に
続
き
、
今
回

は
ア
ル
メ
ニ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
日
本
、
オ
ー
マ

ン
、
コ
ン
ゴ
の
６
か
国
が
追
加

さ
れ
た
。

オ
フ
ィ
ス
内
の
マ
ス
ク

Ｎ
Ｙ
州
で
10
日
に
解
除

ホ
ー
ク
ル
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
知
事
は
９
日
、
10
日
︵
木
︶

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
屋
内
業

務
で
マ
ス
ク
着
用
義
務
を
解
除

す
る
と
発
表
し
た
。
ま
た
学
校

で
の
マ
ス
ク
継
続
は
現
在
摂
取

率
60
％
の
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
児
童
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
３
月
ま
で
は

継
続
を
見
込
む
と
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
渡
航
警
戒
リ
ス
ト

日
本
が
最
大
の
レ
ベ
ル
４

ミ
ズ
ー
リ
大
学
の
マ
ー
ク
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
ら
の
研
究

チ
ー
ム
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
下

水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
﹁
不
可
解
な
﹂
変
異
の
跡
を

４
種
類
以
上
発
見
し
た
と
発
表

し
た
。
新
た
な
変
異
株
出
現
の

潜
在
的
兆
候
と
な
る
。﹁
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
廃
水
で
検
出
さ
れ

た
不
可
解
なSA

R
S-C

oV
-2

系
統
の
追
跡
﹂
と
い
う
研
究

で
、
査
読
付
き
の
ジ
ャ
ー
ナ

ル
﹁N

ature C
om

m
unica-

tions

﹂
に
２
月
３
日
に
掲
載
さ

れ
た
。

研
究
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授

︵
分
子
微
生
物
と
免
疫
学
︶
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ク

イ
ー
ン
ズ
校
の
生
物
学
部
の

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
デ
ニ
ー
教
授
が

主
導
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
研
究
チ
ー
ム
は
２
０
２
０

年
６
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
の
14
か
所
の
下
水
処
理
場
か

ら
採
取
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
分

離
後
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
の
欠
片
を
培

養
し
て
こ
の
変
異
を
確
認
し

た
。
最
初
に
確
認
し
た
の
は
昨

年
１
月
で
、
世
界
中
の
ウ
イ
ル

ス
を
追
跡
し
掲
載
し
て
い
る

デ
ー
タ
ベ
ー
スG

ISA
ID

E
pi-

C
oV

に
も
こ
の
変
異
の
系
統

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

昨
年
以
来
、
こ
の
変
異
跡
を

持
つ
も
の
が
毎
週
同
じ
下
水
処

理
場
か
ら
繰
り
返
し
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
間
に
デ
ル
タ
株

や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現
し
た

が
、
こ
の
系
統
の
も
の
は
地
理

的
に
は
限
定
さ
れ
て
お
り
広

が
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
と
い

う
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
ら
は
、

人
間
由
来
の
可
能
性
は
排
除
し

な
い
が
、
下
水
道
の
ネ
ズ
ミ
な

ど
動
物
由
来
の
可
能
性
も
あ
る

と
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
州
知

事
は
７
日
、
学
校
職
員
と
生
徒

の
マ
ス
ク
着
用
義
務
を
３
月
７

日
に
解
除
す
る
と
発
表
し
た
。

た
だ
し
マ
ス
ク
着
用
を
強
く
望

む
地
区
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

着
用
義
務
を
認
め
る
な
ど
段
階

的
に
行
う
。
ま
た
感
染
者
が
再

び
急
増
し
た
場
合
は
マ
ス
ク
義

務
を
復
活
さ
せ
る
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
９
面
に
︶

新
た
な
変
異
株
出
現
か

Ｎ
Ｙ
で
﹁
不
可
解
な
﹂
変
異
４
種
を
発
見

学
校
で
の
マ
ス
ク
着
用

Ｎ
Ｊ
州
で
義
務
解
除
へ
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ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
、

３
月
６
日
日
曜
日
、
米
国
東
部
時

間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、﹁
Ｆ

Ｘ

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、
日
本
で
Ｆ
Ｘ

に
つ
い
て
の
資
産
運
用
成
功
法
に

つ
い
て
数
々
の
後
援
実
績
を
持

つ
富
盛
祥
充
氏
を
講
師
に
迎
え
、

﹁
1
日
30
分
の
ス
キ
マ
時
間
で
年

利
30
％
以
上
を
生
涯
稼
げ
る
手

法
・
考
え
方
の
紹
介
﹂﹁
稼
ぐ
の

に
予
想
・
分
析
は
必
要
な
し
﹂
﹁
面

倒
く
さ
い
銘
柄
選
び
や
業
績
分
析

は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ
で
勝
つ
た

め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
﹄

の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝
率
が
高

く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
3
ス
テ
ッ
プ
日

足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ
ォ
ロ
ー
﹄

と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用
い
た
﹃
習

慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂﹁
学

ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に
す

る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現

実
化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・

数
値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変

え
、
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂

﹁
誰
も
が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

３
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
し
て

年
利
20
％
〜
30
％
の
実
績
を
達
成

し
て
い
る
。

参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
進
呈
す

る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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参加作品は次の通り。
■サマーフィルムにのって （松本壮史監督・ 2021 年） 高校生の
ハダシは日本の昔のサムライ映画に夢中である。しかし映画部
では自分のサムライ映画の企画が通らず、ならば勝手に作って
しまおうと仲間を集め、手探りで映画づくりをはじめる
■いとみち（横浜聡子監督・21 年）日本北部の青森県で、父と
祖母と暮らす高校生のいとは、とても内向的で友達も少ない。
そして、封印していた三味線を演奏する機会がやってくる…。
■あのこは貴族 （岨手由貴子監督・ 21 年）東京で由緒ある裕福
な家庭に育ったハナコは、理想の結婚相手に出会う。幸せな結
婚生活が待っているはずだったが、相手の男には別の女がいた
ことを知ってしまう。
■相撲道〜サムライを継ぐ者たち〜（坂田栄治監督・ 20 年）日
本に千年以上前から存在するとされる相撲がどのようなトレー
ニングを重ね、いかなる気持ちでリング（土俵）に上がってい
るかを紹介していく。
■みをつくし料理帖（角川春樹監督・ 20 年）大洪水をきっかけ
に故郷の大阪を離れ、江戸の料理屋で働く少女みをは、親友の
ノエが江戸にいることを知るが、彼女は滅多に会うことの出来
ない身分だった…。
■仮面病棟（木村ひさし監督・ 20 年）医師のハヤミは初めて訪
れる病院で深夜勤務に就く。突然、スーパーの強盗犯が逃走時
に銃で撃った女を運び込む。強盗犯はそのまま病院に立てこも
り、内部を徘徊する。
■オズランド 笑顔の魔法おしえます。（波多野貴文監督・ 18 年）
一流ホテルに就職したくるみは、東京から遠く西に離れた熊本
県の系列遊園地に配属になってしまう。年間優秀社員になれば
東京に帰れることを知り、やる気を出すが…。
■ ReLIFE リライフ （古澤健監督・ 17 年）27 歳のアラタは仕事
も目標も無く、どん底の日々を送っている。１年だけ高校時代
を送り直す「ReLIFE」プロジェクトに勧誘された。
■湯を沸かすほどの熱い愛（中野量太監督・ 16 年）父が蒸発し
てしまい、母のフタバは家業の銭湯を休業して、パートをしな
がら娘のアズミを育てている。しかし、フタバは病気で余命が
わずかと宣告されてしまう。
■ラーメンより大切なもの 東池袋大勝軒 50 年の秘密

（印南貴史監督・ 13 年）池袋に、「大勝軒」というラーメン屋が
あった。毎日長蛇の行列ができ、4 時間で 200 人にラーメンを
提供した。創業者山岸一雄の生き様を描く。
■のぼうの城 （犬童一心・樋口真嗣監督・ 12 年）約 400 年前の
日本。サムライの闘いが続き、圧倒的な勢力を誇る豊臣秀吉が
天下統一を目前にしていた。彼は最後の抵抗勢力である小さな
城への攻撃を部下に命じる。
■ツナグ（平川雄一郎監督・ 12 年）高校生のアユミは両親を亡
くし、祖母とふたりで暮らしている。祖母は、死者を呼び出し、
一度だけ生きる者に再会させる「ツナグ」と呼ばれる能力を受
け継いでいる。
■しあわせのパン（ 三島有紀子監督・ 12 年）北海道でカフェ
を開いた若い夫婦。様々な形で心に傷を負った人々が訪れる。
■イヴの時間 劇場版 （吉浦 康裕監督・ 10 年・アニメーション）
人間型アンドロイドが実用化された時代。高校生のリクオは自
宅の女性型アンドロイドに冷たく当たり、彼女の行動を監視し
て一軒のカフェに入る。
■南極料理人（沖田修一監督・ 09 年）南極の観測基地で、8 人
の隊員が共同生活を送っている。最大の楽しみは、3 度の食事。
調理担当のニシムラは、和食、フレンチ、中華などで隊員たち
のお腹と心を満たしていく。
■ハッピーフライト（矢口史靖監督・08 年）東京発ホノルル行
きの国際線。多くのスタッフのエネルギーを結集して飛び立っ
たフライトに、思わぬトラブルが…！

国
際
交
流
基
金
︵
Ｊ
Ｆ
︶
は

日
本
国
大
使
館
と
共
催
で
14

日
︵
金
︶
か
ら
27
日
︵
木
︶
ま

で
、
世
界
25
か
国
を
対
象
に
し

た
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
映
画
祭

２
０
２
２
﹂
を
開
催
す
る
。

２
０
１
９
年
度
は
12
か
国
56

都
市
で
リ
ア
ル
な
映
画
祭
を
実

施
し
、
年
間
17
万
人
以
上
を
動

員
し
た
。
そ
し
て
初
め
て
の
開

催
と
な
っ
た
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
日

本
映
画
祭
20
〜
21
﹂
で
は
世
界

20
か
国
か
ら
計
22
万
回
以
上
の

視
聴
を
記
録
し
た
。
今
年
は
韓

国
や
タ
イ
、
メ
キ
シ
コ
、
ス
ペ

イ
ン
、
ド
イ
ツ
な
ど
全
25
か
国

に
て
開
催
、
最
大
15
言
語
の
字

幕
が
使
用
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
全
20
作
品
の
う
ち
、
16
作

品
が
無
料
で
視
聴
で
き
る
。

21
年
に
日
本
で
劇
場
公
開

さ
れ
、
大
き
な
話
題
を
集
め

た
﹃
あ
の
こ
は
貴
族
﹄
や
﹃
サ

マ
ー
フ
ィ
ル
ム
に
の
っ
て
﹄
な

ど
の
新
作
の
ほ
か
、﹃
相
撲
道

~

サ
ム
ラ
イ
を
継
ぐ
者
た
ち

~

﹄
や
﹃
ラ
ー
メ
ン
よ
り
大
切

な
も
の

東
池
袋
大
勝
軒
50
年

の
秘
密
﹄
と
い
っ
た
日
本
文
化

を
映
し
出
す
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
吉

浦
康
裕
監
督
が
手
掛
け
た
﹃
イ

ヴ
の
時
間

劇
場
版
﹄
な
ど
が

視
聴
可
能
。

期
間
中
は
作
品

配
信
だ
け
で
な
く
、
監
督
や
キ

ャ
ス
ト
を
招
い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
ト
ー
ク
や
世
界
各
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ

る
。

視
聴
無
料
だ
が
要
ユ
ー

ザ
ー
登
録
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://jff.jpf.go.jp/
w

atch/jffonline2022/

を

参
照
。

●
視
聴
者
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
許
斐
雅
文
︵
同
映
画
祭
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
︶

﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
世
界
中

で
多
く
の
人
々
が
苦
し
み
や
悲

し
み
、孤
独
と
戦
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
本

映
画
が
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
気

持
ち
を
癒
せ
る
よ
う
、
最
新
作

か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
の
上
映
や
配
信
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々

の
景
観
、
見
た
目
に
も
美
し
い

色
と
り
ど
り
の
日
本
食
、
伝
統

か
ら
現
代
へ
変
わ
り
ゆ
く
社

会
、
時
空
を
越
え
た
創
造
の
世

界
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の

世
界
を
堪
能
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
視
聴
者
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
が
少
し
で
も
晴
れ
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
、
ま
た
い
つ
の

日
か
日
本
を
訪
れ
る
と
い
う
夢

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
嬉

し
く
思
い
ま
す
﹂

世
界
25
か
国
で
無
料
配
信

国際交流基金と日本大使館

オンライン　2022

日本映画祭を開催

﹁

サ

マ

ー

フ

ィ

ル

ム

に

の

っ

て

﹂

︵
２
０
２
１
年
、
写
真
上
︶
と
﹁
し
あ
わ

せ
の
パ
ン
﹂︵
２
０
１
２
年
、
写
真
下
︶

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ラ
イ
ト
︵
２
０
０
８

年
、
写
真
上
︶

mailto:villagewellusa@gmail.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://jff.jpf.go.jp/watch/jffonline2022/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
!!
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NYコミュニティに登録すると、全７回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

● 第1回（2/17 木曜・米国東部時間午後7時〜）　

 「これからの人生を変える。アクティブアダルトライフの第一歩」
 ◆これからの人生を真剣に変えていきたいと思っている方
 ◆日本に帰国して社会に貢献する人生を送りたい方
 ◆私たちと一緒にアクティブアダルトライフを送り、日本を元気にしたい方

 は、是非ご参加ください！

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

(3  )　　 ［総　合］　 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）2 月12 日（土）

い
ち
ご
の
年
間
生
産
量
が
53

年
連
続
日
本
一
の
﹁
い
ち
ご
王

国
﹂
栃
木
県
の
、
数
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
い
ち
ご
の
中
で
も
最
高
級

品
種
に
位
置
す
る
﹁
ス
カ
イ
ベ

リ
ー
﹂
の
販
売
が
、
こ
の
ほ
ど

米
国
東
海
岸
で
始
ま
っ
た
。

﹁
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
﹂
は
県
を

あ
げ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
17

年
か
け
て
開
発
さ
れ
た
品
種
。

栃
木
県
の
主
力
品
種
﹁
と
ち
お

と
め
﹂
と
比
較
す
る
と
か
な
り

大
粒
で
、
上
品
な
甘
さ
と
ほ
の

か
な
酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
果
汁
が
に
じ
み
出
る
ジ
ュ

ー
シ
ー
さ
が
特
徴
。
日
本
で
は

贈
答
用
と
し
て
人
気
を
得
て
い

る
。
栽
培
が
難
し
く
大
量
生
産

が
で
き
な
い
た
め
、
最
高
品
質

の
も
の
は
一
粒
３
０
０
円
〜

５
０
０
円
ほ
ど
で
市
販
さ
れ
る

高
級
い
ち
ご
だ
。

今
回
、﹁
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
﹂

が
米
国
に
輸
入
さ
れ
る
き
っ
か

け
は
、
日
本
酒
や
日
本
の
食
品

の
米
国
で
の
市
場
展
開
を
手
伝

う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
Ｍ

Ｕ
・
Ｇ
Ｅ
Ｎ
イ
ン
ク
の
阿
部
嘉

代
子
社
長
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
地
区
で
世
界
の
最
高
級
食
材

を
集
め
て
創
る
大
胆
な
創
作
料

理
が
評
判
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁JÔNT

﹂
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、

ラ
イ
ア
ン
・
ラ
テ
ィ
ー
ノ
氏
か

ら
、﹁
デ
ザ
ー
ト
に
使
う
日
本

の
最
高
級
い
ち
ご
を
入
手
し
た

い
﹂
と
相
談
さ
れ
、
阿
部
さ
ん

の
出
身
県
で
あ
る
栃
木
県
の
県

庁
に
提
案
し
た
こ
と
か
ら
実

現
。
生
鮮
食
品
輸
入
・
流
通
業

者
の
ト
ゥ
ル
ー
ワ
ー
ル
ド
フ
ー

ズ
社
が
、
採
れ
た
て
の
い
ち
ご

を
産
地
直
送
、
航
空
便
輸
送
で

輸
入
し
て
い
る
。

﹁
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
﹂
は
生
産

数
が
少
な
く
対
米
輸
出
で
き
る

数
量
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、

Ｎ
Ｙ
近
郊
で
は
、
一
部
の
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
の
卸
し
以
外
、
一
般

販
売
は
Ｎ
Ｊ
の
ミ
ツ
ワ
マ
ー
ケ

ッ
ト
プ
レ
ー
ス
で
の
み
行
わ
れ

て
い
る
。
価
格
は
、
１
パ
ッ

ク
︵
平
均
６
〜
８
粒
︶
34
ド
ル

99
セ
ン
ト
︵
２
月
５
日
現
在
︶。

同
店
で
は
当
面
、
毎
週
水
曜
日

に
新
し
い
商
品
が
入
荷
し
店
頭

に
並
ぶ
そ
う
だ
。
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
ギ
フ
ト
と
し
て
今
年
は
チ

ョ
コ
の
代
わ
り
に
﹁
ス
カ
イ
ベ

リ
ー
﹂
を
渡
し
て
み
る
の
も
ア

イ
デ
ア
だ
。

「いちご王国」
栃木から直送
スカイベリー

 千葉真知子の

ART COOKING

マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
と
辛
子
明
太
子

マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
は
イ
タ
リ

ア
の
代
表
的
な
お
菓
子
テ
ィ
ラ

作
り
方

１

辛
子
明
太
子
は
外
側
の
薄

皮
を
取
り
除
き
、
小
さ
め
の
器

に
入
れ
て
ス
プ
ー
ン
で
な
め
ら

か
に
な
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
ま

す
。

２

マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
は
さ
っ

と
混
ぜ
て
か
ら
ス
プ
ー
ン
で
と

っ
て
器
に
入
れ
、
上
に
①
の
明

太
子
ソ
ー
ス
を
の
せ
ま
す
。

材料

マスカルポーネ ..適宜

辛子明太子 ..........２腹

レ
ス
ト
ラ
ン
の
前
を
通
り
過

ぎ
る
た
び
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ペ
ー
ス
も
常
に
満
席
、
ど
ん
な

美
味
し
い
料
理
を
出
す
の
だ
ろ

う
と
気
に
な
っ
て
い
た
。
平
日

の
昼
過
ぎ
、
来
店
し
予
約
表
に

記
名
し
て
待
つ
こ
と
40
分
。

オ
ー
ダ
ー
し
た
﹁
チ
キ
ン
＆

ベ
ー
コ
ン
ワ
ッ
フ
ル
﹂︵
20
ド

ル
︶
と
﹁
ベ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
パ
ン

ケ
ー
キ
﹂︵
17
ド
ル
︶
は
、
共

に
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
が

完
食
。
ダ
イ
ナ
ー
と
は
違
う
丁

寧
に
作
ら
れ
た
素
朴
な
美
味
し

さ
に
友
人
と
唸
り
な
が
ら
大
皿

を
ペ
ロ
リ
と
平
げ
た
。

︵
由
︶

Mom's Kitchen and Bar
701 9th Ave. at 48th St.

(646) 657-0080
https://www.momsmidtown.com

営業時間
日〜木 8:00 to 22:30 
金・土 7:30 to 23:30

ア
メ
リ
カ

ら
し
い
料
理
が

食
べ
ら
れ
る
店

ミ
ス
を
作
る
と
き
に
使
わ
れ
る

こ
く
の
あ
る
ほ
ん
の
り
甘
い
チ

ー
ズ
で
す
。
辛
子
明
太
子
と
こ

の
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
の
組
み
合

わ
せ
で
す
が
、
意
外
と
よ
く
合

う
の
で
す
。
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど

に
い
が
が
で
し
ょ
う
？

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.momsmidtown.com
https://www.nipponclub.org/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
地
下
鉄
１
本
で
行
け
る
ク
イ

ー
ン
ズ
の
ア
ス
ト
リ
ア
は
、
若
い
日
本
人
が
多
く
住

む
エ
リ
ア
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ

ェ
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
的
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
商

店
街
も
あ
り
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
街
だ
。

写
真
の
部
屋
は
同
地
区
ク
レ
セ
ン
ト
通
り
に
あ
る

１
寝
室
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
広
さ
は
５
６
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
。
建
築
は
１
９
７
１
年
だ
が
室
内
完
全
改

装
済
み
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
バ
ル
コ
ニ
ー
が
つ
い
て

い
る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
寝
室
は
広
く
、
キ
ン

グ
サ
イ
ズ
の
ベ
ッ
ド
ま
で
入
る
。
最
寄
り
の
地
下
鉄

駅
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
駅
で
Ｎ
と
Ｗ
線
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
ま
で
15
分
。販
売
価
格
は
39
万
９
０
０
０
ド
ル
。

月
額
の
管
理
費
は
５
５
０
ド
ル
。
頭
金
は
20
％
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
６
０
３
・
２
８
９
１
、

Ｅ
メ
ー
ル natsuko.ikegam

i@
com

pass.com

池
上
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
コ
ン
パ
ス
不
動
産
︶

マンハッタンまで地下鉄で 15 分のアストリア

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
と
を
結
ぶ

Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
が
過
去
半
年

間
に
25
の
停
留
所
で
47
日
間
も

船
着
場
を
閉
鎖
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
情
報
誌
メ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
最
新
号

が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
報
じ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
停
留
所
が
全
体

で
は
4
日
お
き
、
も
し
く
は
そ

れ
以
上
で
閉
鎖
が
発
生
し
て
い

た
と
い
う
。
原
因
は
主
に
﹁
機

械
的
な
問
題
﹂
や
﹁
極
度
の
強

風
﹂
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
フ
ェ
リ
ー
運

航
会
社
は
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー

は
、
厳
し
い
気
象
条
件
に
さ
ら

さ
れ
る
船
舶
と
陸
地
の
複
雑
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
常
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
、
継
続
的
な
点
検

と
必
要
時
の
修
理
で
運
航
を
維

持
し
て
い
る
﹂
と
説
明
し
て
い

る
。し

か
し
、
多
額
の
費
用
を
か

け
て
改
築
さ
れ
た
浅
橋
が
計
10

回
以
上
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
市
民
の
批
判
も
あ

り
、
航
路
の
拡
大
を
進
め
て
い

る
同
フ
ェ
リ
ー
会
社
の
運
営
管

理
態
勢
に
Ｎ
Ｙ
市
の
元
経
理
担

当
役
員
ス
コ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ン

ガ
ー
氏
は
市
交
通
局
に
フ
ェ
リ

ー
運
航
の
透
明
性
を
求
め
て
い

る
。　
　
　
　
　
　

︵
杉
本
楓
︶　
　

フ
ェ
リ
ー
桟
橋
の
閉
鎖

故
障
や
強
風
で
相
次
ぐ

半
年
間
で
25
か
所
も

ス
タ
テ
ン
島
動
物
園
で
２
日
、
春
の
訪
れ
を
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ

ク
が
占
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
・
デ
ー
の
恒
例
式
典
が
行
わ
れ

た
。

正
式
名
﹁
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｇ
・
ホ
ッ
グ
﹂
の
ス
タ
テ
ン

島
チ
ャ
ッ
ク
は
、
Ｎ
Ｙ
市
が
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク
気
象
学
者
と
し

て
公
認
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
的
中
率
は
85
％
と
高
い
。
Ｎ

Ｙ
市
が
猛
烈
な
寒
波
と
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
た
翌
朝
、
木
製
の
檻

か
ら
の
ろ
の
ろ
と
出
て
き
た
チ
ャ
ッ
ク
は
自
分
の
影
を
振
り
返

ら
な
か
っ
た
た
め
、
ス
タ
テ
ン
島
の
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ク
マ
ホ
ン

地
方
知
事
は
﹁
春
の
訪
れ
は
早
い
﹂
と
宣
言
し
た
。

同
式
典
は
全
米
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｊ
州
ミ
ル
タ

ウ
ン
で
は
、
同
式
典
主
催
者
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
の
メ
ル
が

本
番
の
３
日
前
に
死
去
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｙ
州

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
が
所
有
す
る
カ
ト
ナ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

農
場
で
は
、
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク
で
は
な
く
鶏
の
ク
ラ
ク
サ
ト
ー

ニ
ー
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
が
同
日
朝
に
卵
を
産
ん
だ
た
め
、
チ
ャ

ッ
ク
同
様
に
春
の
到
来
は
近
い
、
と
い
う
予
報
に
な
っ
た
。

春
の
到
来
を
モ
グ
ラ
が
予
報

mailto:natsuko.ikegami@compass.com
mailto:natsuko.ikegami@compass.com
mailto:natsuko.ikegami@compass.com
mailto:natsuko.ikegami@compass.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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税

金

特

集

②

概
算
額
控
除
・
項
目
別
控
除

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

須
田
洋
平

米
国
の
確
定
申
告
で
認
め
ら

れ
る
控
除
の
中
で
、
金
額
と
し

て
大
き
い
の
は
概
算
額
控
除
と

項
目
別
控
除
と
い
え
ま
す
。
概

算
額
控
除
は
項
目
別
控
除
を
採

用
し
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る

控
除
方
式
で
、
具
体
的
な
控
除

項
目
を
挙
げ
ず
に
定
額
の
控
除

が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
項

目
別
控
除
は
個
人
の
消
費
生
活

に
関
わ
る
経
費
で
税
法
上
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
様
式

Schedule A

に
記
入
し
て
所

得
か
ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。

今
週
は
概
算
額
控
除
と
項
目
別

控
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
概
算
額
控
除

概
算
額
控
除
は
毎
年
消
費
者

物
価
指
数
に
基
づ
い
て
調
整

さ
れ
ま
す
。
独
身
で
あ
れ
ば

１
万
２
５
５
０
ド
ル
、
夫
婦
の

所
得
や
控
除
を
合
計
し
て
一
緒

に
申
告
す
る
夫
婦
合
算
申
告
で

は
倍
の
２
万
５
１
０
０
ド
ル
、

夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
夫
婦
個

別
申
告
で
は
独
身
の
場
合
と
同

じ
１
万
２
５
５
０
ド
ル
と
な
り

ま
す
。
概
算
額
控
除
は
納
税
者

が
米
国
の
通
年
居
住
者
と
し
て

申
告
す
る
場
合
に
の
み
適
用
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
項
目
別
控
除

項
目
別
控
除
の
金
額
は
個
人

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
概
算
額
控
除
よ
り
も
控
除

額
が
大
き
い
場
合
か
、
申
告
身

分
に
よ
り
項
目
別
控
除
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
項
目
別
控
除
に

限
定
さ
れ
る
場
合
と
は
、
夫
婦

個
別
申
告
を
し
て
配
偶
者
が
項

目
別
控
除
方
式
を
採
用
し
た
場

合
や
、
米
国
税
務
上
の
非
居
住

者
、
お
よ
び
居
住
者
・
非
居
住

者
両
方
の
身
分
を
有
す
る
二
重

身
分
と
し
て
申
告
す
る
場
合
な

ど
に
な
り
ま
す
。
主
な
項
目
別

控
除
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▽
医
療
費

医
療
費
、
健
康
保
険
料
、
処

方
箋
薬
品
費
な
ど
の
合
計
が
調

整
総
所
得
の
７
・
５
％
を
超
え

る
金
額
に
つ
い
て
控
除
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
７
・
５
％
の

制
限
の
た
め
に
医
療
費
控
除
は

多
く
の
人
に
と
っ
て
は
恩
恵
を

受
け
に
く
い
項
目
で
す
が
、
大

き
な
医
療
費
の
支
払
い
が
あ
っ

た
人
は
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

▽
税
金

州
・
市
税
、
ま
た
は
、
州
・

市
売
上
税
、
固
定
資
産
税
、
動

産
税
の
合
計
支
払
い
額
に
対
し

て
、
１
万
ド
ル
の
控
除
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資

産
税
に
関
し
て
は
、
米
国
内
の

不
動
産
に
対
し
て
支
払
っ
た
固

定
資
産
税
の
み
が
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

住
宅
ロ
ー
ン
の
合
計
額
が

75
万
ド
ル
ま
で
の
利
子
が

控
除
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

２
０
１
７
年
12
月
15
日
ま
で
に

借
り
入
れ
た
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
ロ
ー
ン
合
計
額

１
０
０
万
ド
ル
ま
で
の
利
子
に

つ
い
て
控
除
可
能
で
す
。
エ
ク

イ
テ
ィ
・
ロ
ー
ン
支
払
利
子
の

控
除
は
停
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
寄
付
金

現
金
寄
付
の
上
限
は
所
得
の

60
％
ま
で
と
な
り
ま
す
。学
校
、

病
院
、
図
書
館
、
教
会
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、慈
善
・
文
化
・
教
育
・

科
学
団
体
な
ど
、
米
国
で
慈
善

団
体
の
認
可
を
受
け
た
組
織
へ

の
現
金
の
支
払
い
に
加
え
て
、

現
物
で
の
寄
付
も
控
除
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
寄
付
金
控
除
に

対
し
て
立
証
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
確
定
申

告
で
は
、
項
目
別
控
除
を
選
択

し
て
い
な
い
納
税
者
が
、
所
得

調
整
控
除
と
し
て
独
身
と
合
算

申
告
者
で
６
０
０
ド
ル
、
夫
婦

個
別
申
告
者
で
３
０
０
ド
ル
ま

で
の
寄
付
金
を
控
除
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
災
害
・
盗
難
損
失

政
府
認
定
の
大
規
模
自
然
災

害
以
外
の
控
除
は
停
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
保
険

金
で
補
填
さ
れ
な
か
っ
た
額

の
う
ち
、
災
害
一
件
に
つ
き

１
０
０
ド
ル
を
減
額
し
た
損
失

合
計
額
が
調
整
総
所
得
の
10
％

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
控
除

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他
の
項
目
別
控
除

確
定
申
告
書
作
成
費
用
や
従

業
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
費
な
ど
の

調
整
所
得
の
一
定
額
︵
２
％
︶

を
超
え
た
額
が
控
除
さ
れ
る
控

除
項
目
は
停
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
調
整
総
所
得
の
足
き
り
制

限
の
対
象
に
な
ら
な
い
控
除
項

目
︵
競
馬
、
宝
く
じ
な
ど
の
賭

け
事
に
よ
る
損
失
等
︶
に
つ
い

て
は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

244

﹁
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
﹂
は
、

ア
メ
リ
カ
に
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

日
本
で
は
、
国
の
補

助
金
や
地
方
自
治
体
の
予
算
を

使
っ
て
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と

い
う
も
の
が
結
構
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
た
り
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
条
件
だ

っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ

が
と
っ
て
も
お
得
。
普
通
に
参

加
す
れ
ば
１
万
円
と
か
２
万
円

と
か
す
る
も
の
が
、
２
０
０
０

円
と
か
５
０
０
０
円
で
参
加
で

き
た
り
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

何
万
人
も
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
と
か
テ
ィ

ッ
ク
ト
ッ
カ
ー
だ
と
無
料
で
招

待
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

先
日
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
勉

強
の
た
め
福
井
県
の
鯖
江
市
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
鯖
江
市
と
い
え
ば
、

メ
ガ
ネ
の
産
地
。
日
本
で
流

通
す
る
メ
ガ
ネ
の
９
割
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
メ

ガ
ネ
だ
け
で
な
く
漆
や
木
工

品
の
産
地
ら
し
く
、
そ
れ
ら

を
宣
伝
し
て
も
ら
う
た
め
の

企
画
で
し
た
。

木
工
品
の
会
社
の
社
長
の

話
が
聞
け
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
人
気
の
製
品
を
自
分

の
手
で
作
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、

お
持
ち
帰
り
で
き
た
り
、
美
味

し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ
さ
せ
て

も
ら
っ
て
、
参
加
費
２
０
０
０

円
。も

ち
ろ
ん
、
ツ
ア
ー
の
後
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
た
り
、
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
予
約
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
ん
な
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

が
い
ろ
ん
な
地
域
で
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ト
ラ
ベ
ル
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
な
ど
も
出
て
き
ま
し
た
。
格

安
で
現
地
の
食
べ
物
や
お
酒
が

届
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
旅
行

す
る
。
参
加
者
が
、
コ
ロ
ナ
が

収
束
す
れ
ば
現
地
に
行
き
た
く

な
る
の
が
狙
い
ら
し
い
で
す
。

も
し
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て

日
本
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
ん
な
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
み
る
の
も
楽
し
い

で
す
。温
泉
に
入
れ
る
も
の
や
、

現
地
の
美
味
し
い
も
の
が
食
べ

ら
れ
る
も
の
、
現
地
の
人
と
触

れ
合
う
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

大
谷
由
里
子

：

１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
﹂

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
カ
イ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

リ
サ
ー
チ
社
︵
本
社
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
︶
は
こ
の
ほ
ど
﹁
ア
メ
リ

カ
商
品
流
通
市
場
２
０
２
２

年
版
﹂
レ
ポ
ー
ト
の
配
本
を

開
始
し
た
。
同
レ
ポ
ー
ト
は
、

１
９
７
９
年
か
ら
続
く
米
小
売

シ
リ
ー
ズ
﹁
米
国
全
小
売
業
界

一
覧
﹂﹁
ア
メ
リ
カ
食
品
流
通

市
場
﹂
の
最
新
版
と
な
る
。

２
０
２
２
年
に
入
り
、
米
国

の
食
品
流
通
市
場
は
﹁
食
品
小

売
改
革
の
年
﹂
を
迎
え
、
食
品

産
業
、
食
品
小
売
業
の
戦
略
、

流
通
、
食
品
傾
向
、
消
費
動
向

が
大
き
く
変
わ
り
始
め
て
い

る
。
こ
の
多
重
転
換
期
に
乗
じ

る
こ
と
で
、
日
本
食
品
を
米
国

の
小
売
市
場
に
深
く
流
通
さ
せ

る
好
機
の
年
を
迎
え
た
日
本
企

業
に
と
っ
て
役
立
つ
情
報
が
本

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

当
レ
ポ
ー
ト
は
、
業
界
の
協

会
や
団
体
、
専
門
ア
ナ
リ
ス
ト

の
重
要
な
代
表
意
見
に
沿
っ
て

構
成
。
豊
富
な
実
デ
ー
タ
集
に

加
え
、
20
年
か
ら
21
年
末
ま
で

の
食
品
・
消
費
市
場
の
重
要
出

来
事
を
月
間
売
上
推
移
の
グ
ラ

フ
に
沿
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
り
急
拡
大
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
売
上
高
推
移
や
Ｅ
コ

マ
ー
ス
上
位
10
社
リ
ス
ト
も

記
載
。
日
本
食
品
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
フ
レ
ー
バ
ー
や
漬

物
、
パ
ー
シ
モ
ン
酢
は
す
で
に

小
売
市
場
で
注
目
さ
れ
、
Ｆ
Ｍ

Ｉ
︵
食
品
産
業
協
会
︶
か
ら
は

海
産
食
品
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
食
材
・
味

覚
の
変
化
、
ソ
ー
ス
・
調
味
料

の
変
化
、
地
域
食
品
店
の
卸
売

業
者
が
差
別
化
に
日
本
食
品
拡

大
に
つ
い
て
も
記
載
。
異
な
る

需
要
が
待
っ
て
い
る
２
０
２
２

年
の
主
要
動
向
・
食
品
ト
レ
ン

ド
を
把
握
す
る
の
に
役
立
つ
一

冊
。値
段
は
一
冊
７
５
０
ド
ル
。

購
入
の
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
８
５
６
・
７
８
３
５
、

Ｅ

メ

ー

ル

highw
ell@

earthlim
k.net

アメリカ食品流通市場　2022 年版発行

卸売り販売業者が差別化に日本食品拡大

米
国
の
流
通
・
消
費
動
向
に
大
き
な
変
化

訂
正

本
紙
２
月
５
日
号
１
面

の
﹁
治
安
悪
化
の
Ｎ
Ｙ
﹂
記
事

の
見
出
し
で
﹁
警
察
官
の
殉
死

続
く
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
警
察
官

の
殉
職
続
く
﹂の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び

ま
た
、
同
記
事
の
英

語
見
出
し
﹁B

LU
E

 LIV
E

S 
M

A
T

T
E

R
!

﹂
は
﹁
警
察
官
の

命
も
大
切
だ
﹂
と
い
う
意
味
で

使
用
し
ま
し
た
が
﹁B

LA
C

K
 

LIV
E

S M
A

T
T

E
R

﹂

運

動

に
対
抗
す
る
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
紙
面
で
の
使
用
は
適
切

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

詫
び
し
ま
す
。　
　

︵
編
集
部
︶

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.startsnewyork.com
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ギ
ャ
ノ
ン
氏
の
国
際
交
流
称
え

在
外
交
館
長
表
彰

音
楽
配
信
大
手
、

Spotify

で
人
気
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
ポ

ッ
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
、

ジ

ョ

ー
・

ロ
ー
ガ
ン

が
、
批
判

の
嵐
に
晒

さ
れ
て
い

る
。
同
氏

の
番
組
の

中
で
コ
ロ

ナ
関
連
の
偽
情
報
が

流
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
、
著
名
ア
ー
チ

ス
ト
の
ニ
ー
ル
・
ヤ

ン
グ
や
ジ
ョ
ニ
・
ミ

ッ
チ
ェ
ル
等
が
相
次

い
で
同
サ
ー
ビ
ス
か

ら
撤
退
し
、
抗
議
の

意
思
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
こ
の
数
日
で

は
過
去
の
番
組
で
彼

が
少
な
か
ら
ず
人
種

差
別
的
な
発
言
を
繰

り
返
し
て
き
た
と
い

う
批
判
で
も
ち
き
り

だ
。
私
自
身
は
彼
の
番
組
を
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
る
訳
で
は
無
い

の
で
、
実
際
に
何
が
こ
れ
だ
け

の
怒
り
を
買
っ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
今
一
つ
詳
細
が
掴
み

き
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
偽
情
報
の
指
摘
に

関
し
て
は
、
彼
の
釈
明
を
聞
い

て
い
る
限
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
見
解
を
持
つ
有
識
者
を
複
数

招
い
て
話
を
し
て
い
る
中
の
一

つ
で
、
偽
情
報
と
い
う
指
摘
を

受
け
て
い
る
も
の
が
二
つ
あ
る

よ
う
だ
。
人
種
差
別
的
な
発
言

と
い
う
部
分
で
は
、
漠
然
と
90

年
代
に
大
人
気
だ
っ
た
ラ
ジ
オ

Ｄ
Ｊ
の
ハ
ワ
ー
ド
・
ス
タ
ー
ン

の
番
組
を
彷
彿
さ
せ
る
内
容
な

の
か
な
、
と
勝
手
に
考
え
た
。

ス
タ
ー
ン
の
番
組
も
当
時
人
種

差
別
的
な
コ
メ
ン
ト
は
日
常
茶

飯
事
、
か
な
り
品
の
無
い
内
容

だ
っ
た
が
、
車
を
運
転
し
な
が

ら
つ
い
つ
い
話
に
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
記
憶
が

あ
る
。
た
だ
、
今
と
違
う
の

は
、
時
代
背
景
だ
。
ハ
ワ
ー

ド
・
ス
タ
ー
ン
の
時
代
は
、

彼
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を

言
う
た
び
に
、
若
干
の
罪
悪

感
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
で

も
思
わ
ず
ク
ス
っ
と
笑
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
た

だ
ラ
ジ
オ
番
組
な
だ
け
に
、

一
回
流
さ
れ
て
し
ま
え
ば
そ

れ
で
終
わ
り
で
あ
る
。
一
方
、

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
場
合
は

番
組
を
好
き
な
時
に
何
回
で

も
聞
く
こ
と
が
出
来
る
し
、

リ
ン
ク
を
送
れ
ば
他
の
人
達

に
聞
か
せ
る
こ
と
だ
っ
て
可

能
だ
。
つ
ま
り
は
情
報
の
拡

散
力
が
全
然
違
う
。
社
会
が

分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
今
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、
人
種
問
題

の
み
な
ら
ず
様
々
な
事
柄
に
対

し
て
、
人
々
が
敏
感
に
反
応
し

て
い
る
。
そ
れ
を
承
知
で

物
議
を
醸
し
だ
す
よ
う
な

番
組
を
放
置
し
続
け
て
き

た Spotify

の

責

任

は

重
い
。
優
れ
た
技
術
を
皆

が
平
和
に
使
う
た
め
の
手

段
を
考
え
る
の
も
企
業
責

任
な
の
で
は
無
い
だ
ろ
う

か
？
︵
え
が
わ
・
な
か
ば

／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶
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www.egawanakaba.com

Spotify の「ジョー・ローガン事件」で蘇った過去の記憶

岸
田
政
権
を
待
ち
受
け
る
３
つ
の
困
難

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

N Y

昨
年
秋
に
発
足
し
た
岸
田
政

権
は
、
10
月
の
衆
院
選
で
予
想

外
の
善
戦
を
見
せ
て
以
来
、
50

％
を
超
え
る
安
定
し
た
支
持
率

を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。
当
初
は
、

デ
ル
タ
株
が
ほ
ぼ
収
束
し
た
こ

と
で
コ
ロ
ナ
禍
に
﹁
一
息
つ
い

た
﹂
こ
と
が
政
権
の
追
い
風
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
流
行
で
年
明
け
以
降
は

一
気
に
感
染
が
拡
大
し
た
が
、

現
時
点
で
は
支
持
率
が
激
減
す

る
よ
う
な
こ
と
は
起
き
て
い
な

い
。一

部
に
は
私
た
ち
在
外
邦
人

を
含
む
入
国
者
に
対
す
る
過
剰

な
ま
で
の
﹁
水
際
対
策
﹂
を
徹

底
し
た
こ
と
が
、
世
論
に
歓
迎

さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ

る
。
国
外
か
ら
見
れ
ば
残
念
と

し
か
言
い
よ
う
の
な
い
政
策
だ

が
、
東
京
五
輪
を
強
行
し
た
前

任
者
と
は
正
反
対
の
姿
勢
と
い

う
こ
と
か
ら
好
印
象
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
加
え
て
岸
田
総

理
の
場
合
は
、
会
見
で
も
国
会

質
疑
で
も
受
け
答
え
は
実
に
歯

切
れ
が
良
く
、
そ
れ
だ
け
で
も

過
去
数
代
の
総
理
大
臣
よ
り
好

感
が
持
た
れ
て
い
る
。
勿
論
、

発
言
の
内
容
は
十
分
に
予
防
線

を
張
っ
た
も
の
で
、
切
れ
味
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
く
聞

い
て
み
れ
ば
答
弁
の
多
く
は
一

般
論
に
終
始
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
﹁
聞
い
た
こ
と
に
は
ち
ゃ

ん
と
答
え
る
﹂
姿
勢
は
現
時
点

で
は
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
ま
ま
岸
田
政
権

は
安
定
し
て
行
く
の
だ
ろ
う

か
？一

部
に
は
野
党
、
と
り
わ
け

立
憲
民
主
党
の
人
気
が
低
迷
し

て
い
る
中
で
は
、
７
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
参
院
選
で
は
与
党

が
有
利
と
い
う
見
方
が
あ
る
。

従
っ
て
選
挙
に
勝
っ
た
後
の
岸

田
政
権
は
よ
り
強
固
と
な
っ

て
、
長
期
政
権
を
視
野
に
入
れ

る
だ
ろ
う
と
い
う
楽
観
的
な
予

測
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
簡
単

に
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ど

ん
な
時
代
で
も
や
は
り
、
政
局

の
﹁
一
寸
先
は
闇
﹂
だ
か
ら
だ
。

一
見
す
る
と
盤
石
に
見
え
る

岸
田
政
権
だ
が
、
実
は
３
つ
の

難
題
を
抱
え
て
い
る
。

１
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
策
だ
。
米
国
の
例
を
見
て
い

る
と
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染

拡
大
は
、
急
上
昇
し
た
の
ち
は

急
速
に
減
少
に
向
か
っ
て
い

る
。
だ
が
、
日
本
も
同
様
の
推

移
を
見
せ
る
か
と
い
う
と
不
安

材
料
が
あ
る
。
菅
政
権
に
よ
る

２
回
接
種
は
成
功
し
た
一
方

で
、
３
回
目
の
﹁
ブ
ー
ス
タ
ー

接
種
﹂
が
普
及
し
て
い
な
い
。

岸
田
政
権
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
の
ワ
ク
チ
ン
の
入
手
が
遅
れ

る
中
で
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て
い
る

が
、
副
反
応
の
懸
念
が
世
論
に

広
く
行
き
渡
る
中
で
反
発
も
出

て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
な
急
速
な
収
束

が
遠
の
き
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
の

戦
い
が
長
期
化
す
る
危
険
が
あ

る
。
今
回
の
﹁
波
﹂
を
受
け
て

医
療
体
制
も
再
び
翻
弄
さ
れ
て

お
り
、
医
療
崩
壊
の
可
能
性
も

出
て
き
た
。仮
に
そ
う
な
れ
ば
、

今
回
も
国
民
の
不
満
が
政
権
へ

の
批
判
と
な
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
。

２
つ
目
は
、
こ
こ
へ
き
て
浮

上
し
て
き
た
憲
法
論
議
だ
。
岸

田
氏
は
宏
池
会
と
い
う
派
閥
の

領
袖
だ
が
、
宏
池
会
は
創
始
者

の
池
田
勇
人
以
来
、
経
済
を
重

視
す
る
一
方
で
、
全
方
位
外
交

と
軽
武
装
を
政
策
と
す
る
中
道

主
義
を
掲
げ
て
き
た
。従
っ
て
、

自
民
党
内
で
は
真
ん
中
や
や
左

の
立
ち
位
置
で
あ
る
。
だ
が
、

憲
法
改
正
問
題
に
対
し
て
岸
田

氏
は
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て

い
る
。
改
憲
を
党
是
と
し
て
、

保
守
票
を
多
く
抱
え
る
自
民
党

に
あ
っ
て
、
政
権
を
維
持
す
る

に
は
党
内
対
策
と
し
て
改
憲
論

を
唱
え
る
方
が
得
策
と
い
う
こ

と
が
背
景
に
は
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
自
公
の
与
党
に
加
え
て

維
新
を
加
え
た
改
憲
勢
力
が
優

勢
と
な
る
中
で
は
、
そ
の
政
治

的
な
波
に
乗
り
た
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
問
題
は
両
刃
の

剣
で
あ
る
。
憲
法
論
議
に
前
の

め
り
に
な
れ
ば
、
公
明
党
が
離

反
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
社
会
不
安
の
中
、
直

近
の
課
題
が
山
積
す
る
中
で
改

憲
論
議
ば
か
り
が
先
行
す
る
よ

う
だ
と
、
第
一
次
安
倍
政
権
の

時
と
同
じ
よ
う
に
民
意
が
離
れ

て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

３
点
目
は
経
済
問
題
で
あ

り
、
こ
れ
が
最
も
深
刻
だ
。
コ

ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
で
あ
る
現

在
、
政
府
は
公
的
資
金
を
投
入

し
て
何
と
か
危
機
を
乗
り
切
ろ

う
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
危
機

の
間
は
、
良
く
も
悪
く
も
カ
ネ

は
回
る
。
問
題
は
、
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
た
後
だ
。
支
援
の
相
当

部
分
は
貸
付
と
い
う
形
を
取
っ

て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
社

会
活
動
が
再
開
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
凍
結
さ
れ
て
い
た
返

済
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
わ
け
で
、
そ
の
瞬
間
に

多
く
の
企
業
が
淘
汰
さ
れ
る
危

険
が
あ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
地

方
の
不
動
産
価
値
が
下
落
す
る

と
、
多
く
の
地
銀
は
困
難
に
直

面
す
る
。

ま
た
世
界
的
な
原
油
高
、
原

材
料
高
が
続
く
一
方
で
、
更
に

一
段
の
円
安
が
襲
う
と
一
転
し

て
イ
ン
フ
レ
が
制
御
で
き
な
く

な
る
危
険
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
問
題
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
化
石
燃
料
依
存
体
質
を
克

服
で
き
な
け
れ
ば
製
造
業
は
更

に
国
外
流
出
を
加
速
す
る
だ
ろ

う
。こ

の
３
点
の
難
題
に
取
り
組

む
姿
勢
を
見
せ
ら
れ
る
か
、
岸

田
政
権
の
命
運
は
こ
こ
に
か
か

っ
て
い
る
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

渡
航
書
類
事
前
確
認
サ
ー
ビ
ス

全
日
空
が
欧
米
・
中
国
路
線
で

全
日
空
は
２
月
10
日
︵
木
︶

か
ら
羽
田
・
成
田
発
米
国
・
欧

州
・
中
国
の
全
19
路
線
20
便
を

対
象
に
、
搭
乗
旅
客
に
対
す
る

﹁
Ａ
Ｎ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
・
レ
デ
ィ

ー
︵
渡
航
書
類
の
事
前
確
認
サ

ー
ビ
ス
︶﹂
を
導
入
し
た
。
渡

航
に
必
要
な
書
類
を
事
前
に
登

録
し
、
確
認
を
終
え
る
こ
と

で
、
フ
ラ
イ
ト
当
日
に
安
心
し

て
空
港
に
向
か
え
、
ス
ム
ー
ズ

な
搭
乗
が
可
能
と
な
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
各
国
の
入
国
条
件
や
陰
性
証

明
書
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

を
は
じ
め
と
す
る
必
要
渡
航

書
類
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
に
対
応
し
た
。

搭
乗
予
定
者
は
出
発
72
時

間
前
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
サ
ー

ビ
ス
を
通
知
さ
れ
る
。
登
録

後
、
書
類
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
追
加
登
録
依
頼
、
有
効

と
確
認
が
完
了
し
た
場
合
に

Ｅ
メ
ー
ル
で
通
知
。
出
発
24

時
間
前
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
利
用
可
。
手
荷

物
が
な
い
場
合
、
空
港
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
書
類
確
認
は
不

要
で
直
接
保
安
検
査
場
へ
進

む
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

ana-travel-ready
.w

eb.
app/?lang=ja

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
３
日
夕
、
米
国
法
人
日
本

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
︵
Ｊ
Ｃ
Ｉ

Ｅ
／
Ｕ
Ｓ
Ａ
︶
前
事
務
局
長
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ギ
ャ
ノ
ン
氏
へ

の
在
外
公
館
長
表
彰
を
行
っ

た
。
同
氏
は
、
２
０
０
１
年
か

ら
２
０
２
１
年
ま
で
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｅ

／
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
事
務
局
長
と
し
て

幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
手
が

け
、
日
米
議
員
交
流
・
日
米
交

流
の
促
進
な
ど
に
貢
献
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直

後
に
は
﹁
東
日
本
大
震
災
Ｎ
Ｇ

Ｏ
支
援
国
際
基
金
﹂
を
立
ち
上

げ
、
約
１
６
０
０
万
ド
ル
の
支

援
金
の
収
集
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
共
に
、
震
災
の
救
援
・
復

興
に
向
け
た
国
際
協
力
の
推
進

に
関
す
る
会
議
や
調
査
研
究
を

主
導
し
た
。
さ
ら
に
、
国
際
保

健
分
野
に
お
い
て
も
、
知
見
と

人
脈
を
活
か
し
て
数
多
く
の

セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
を
推
進
し
、

２
０
２
０
年
10
月
に
は
、
山
中

伸
弥
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
所
長
ら
を
招
い
た
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
と
の
共

催
で
開
催
す
る
な
ど
、
長
年
に

わ
た
り
米
国
に
お
け
る
対
日
理

解
促
進
に
向
け
て
尽
力
し
た
。

当
日
は
後
任
の
加
藤
和
世
同
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
ら
招
待
客
が

参
列
し
、
ギ
ャ
ノ
ン
氏
へ
の
表

彰
状
授
与
を
祝
福
し
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内
大

使
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。
ギ
ャ
ノ
ン
氏
は
、登
壇
し
、

参
列
者
一
人
一
人
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
触
れ
、
こ
れ
ま
で
の

サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。

山
野
内
大
使
︵
右
︶
か
ら
表

彰
を
受
け
る
ギ
ャ
ノ
ン
氏
︵
写

真
提
供
・
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
︶

http://www.egawanakaba.com
https://ana-travel-ready.web
https://ana-travel-ready.web
https://ana-travel-ready.web
https://ana-travel-ready.web
https://ana-travel-ready.web
http://www.iiicareer.com/
http://goldsteinvisa.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://goshikiprinting.com/
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今
月
１
日
に
膵
臓
が
ん
の
た

め
89
歳
で
亡
く
な
っ
た
石
原
慎

太
郎
元
東
京
都
知
事
に
つ
い
て

３
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
紙
が
訃
報
を
写
真
付
き
で
大

き
く
掲
載
し
た
。
同
紙
は
、
石

原
氏
に
つ
い
て
中
国
と
の
領
有

権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
外
交
的
緊

張
を
高
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

作
家
、
過
激
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
の
政
治
家
と
紹
介
。
一
橋
大

学
法
学
部
在
学
中
の
１
９
５
５

年
に
処
女
作
『
太
陽
の
季
節
』

を
発
表
し
て
芥
川
賞
を
受
賞

し
、
戦
後
の
日
本
に
幻
滅
し
た

若
者
の
姿
を
描
い
て
評
判
に
な

っ
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
は
そ
の

後
の
著
作
で
も
繰
り
返
さ
れ
た

と
評
し
た
。

戦
争
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

（
米
国
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
）

憲
法
の
規
定
を
廃
止
す
る
よ
う

要
求
し
た
な
ど
と
報
じ
た
。

ま
た
、
保
守
的
な
考
え
を
貫

き
、
女
性
や
外
国
人
へ
の
差
別

的
な
発
言
で
批
判
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
こ
と
や
、
２
０
１
２

年
に
は
東
京
都
知
事
と
し
て
、

東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
尖
閣
諸
島

と
釣
魚
島
を
購
入
す
る
た
め
に

数
百
万
ド
ル
を
集
め
、
中
国
と

の
外
交
問
題
に
発
展
し
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。

石
原
慎
太
郎
さ
ん
悼
む

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
が
訃
報
掲
載

軍
事
政
権
に
抗
議

厳
寒
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

で
１
月
31
日
、
１
０
０
人
を
超

え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
一
帯
の
ビ

ル
マ
人
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
）
た

ち
が
民
主
主
義
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
「
立
ち
上
が
れ
、抵
抗
せ
よ
」

と
集
会
を
行
っ
た
。
昨
年
２
月

１
日
に
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー

氏
と
Ｎ
Ｄ
Ｌ（
国
民
民
主
連
盟
）

の
幹
部
を
追
放
、
拘
束
、
同
国

の
民
主
主
義
へ
の
歩
み
だ
し
を

阻
止
し
よ
う
と
し
た
ミ
ャ
ン
マ

ー
国
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
抗
議

し
た
も
の
。
１
月
29
日
付
Ａ
Ｐ

の
報
道
に
よ
る
と
、
ク
ー
デ
タ

ー
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
も
予

想
以
上
に
一
般
国
民
の
抵
抗
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
司
令
官
の
ミ

ン
・
ア
ウ
ン
・
ラ
イ
ン
上
級
将

軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
約

１
５
０
０
人
の
市
民
が
治
安
部

隊
に
殺
害
さ
れ
、
８
８
０
０
人

余
り
が
拘
留
、
軍
に
抵
抗
し
た

村
人
な
ど
30
万
人
以
上
が
村
か

ら
追
放
さ
れ
る
な
ど
の
犠
牲
者

が
出
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

内
戦
状
態
に
あ
る
と
す
る
専
門

家
も
い
る
と
報
道
さ
れ
る
。
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
集
会
に
参

加
し
た
ビ
ル
マ
人
た
ち
は
、「
絶

対
に
降
参
す
る
な
」「
民
主
主

義
が
解
決
策
」「
ビ
ル
マ
国
家

を
救
え
」「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー

チ
ー
氏
を
釈
放
せ
よ
」「
ウ
ィ

ン
・
ミ
ン
ト
氏
を
釈
放
せ
よ
」

な
ど
と
唱
え
た
。
し
か
し
あ
る

年
配
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

ビ
ル
マ
人
は
「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス

ー
チ
ー
氏
は
ビ
ル
マ
に
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
希
望
を
も
た
ら
し
尊
敬

す
る
」
と
前
置
き
し
つ
つ
、
Ｎ

Ｌ
Ｄ
の
若
い
世
代
の
ナ
イ
ー
ブ

さ
が
西
側
か
ら
の
搾
取
へ
の
扉

を
開
い
て
い
る
と
指
摘
、
西
洋

よ
り
も
近
隣
の
ア
ジ
ア
に
目
を

向
け
る
の
が
賢
明
だ
と
主
張
す

る
。
若
い
世
代
の
一
部
は
西
洋

の
操
り
人
形
に
な
り
か
ね
な
い

と
も
懸
念
し
、「
ビ
ル
マ
の
現

状
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
」
と

指
摘
す
る
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹

江
、
写
真
も
︶

ミャンマーの民主主義をサポートして「立ち上がれ、抵抗せよ」との
演説をするネイ・ティン・ミンさん（向かって左）とシン・ミンさん

ミャンマー国軍のクーデターにプロテ

Ｎ
Ｙ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
ら
デ
モ

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
３
月
５
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ

ー
に
お
い
て
春
の
１
日
領
事
館

（
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
）
を
開

催
す
る
。
①
在
外
選
挙
人
登
録

申
請
等
の
受
付

②
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
の
交
付

③
証
明

書
の
交
付
と
受
付
の
各
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
。
パ
ス
ポ
ー

ト
及
び
証
明
の
仮
申
請
、
戸
籍

関
係
の
当
日
届
出
の
申
し
込
み

は
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で
と

な
る
た
め
、
申
請
書
類
の
郵
送

申
込
み
必
着
期
限
は
２
月
18
日

（
金
）。
会
場
はC

ourtyard 
b

y
 M

a
rrio

tt B
u

ffa
lo 

A
irport

（4243 G
enesee 

S
treet, C

h
eek

tow
ag

a, 
N

Y
 14225

）。

詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
n

y
.u

s.em
b-japan

.go.jp/
jp/consular/1day

-ry
oji/

index.htm
l

を
参
照
。

１
９
９
９
年
か
ら
13
年
間
、

東
京
都
知
事
を
務
め
、
日
本
を

活
性
化
し
、
米
国
へ
の
隷
属
か

ら
解
放
す
る
と
信
じ
て
、
厳
格

な
右
翼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
原
爆

投
下
に
よ
っ
て
未
だ
に
ト
ラ
ウ

マ
を
抱
え
て
い
る
日
本
で
、
核

兵
器
の
開
発
を
要
求
、
日
本
が

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
で

１
日
領
事
館

モノいうナショナリスト（国粋主義者）の見出しで報じる３日付 NYタイムズ紙

http://www.nyseikatsu.com
https://michaeldunnlaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://www.rostamilaw.com
http://jweeklyusa.com
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　昨年 1 月に首都ワシントンで起きた議会暴動について、司法当局は、極右団体 Oath 

Keepers のメンバー１１人を Seditious Conspiracy の容疑で 訴追しました。 Seditious は

Sedition（反政府暴動扇動罪）の形容詞、Conspiracy とは犯罪の共同謀議を意味します。

　暴徒が連邦議事堂に乱入し、バイデン氏の大統領就任を認定する議事を妨害したこの事件では、不法侵入、器物

損壊や暴行などの疑いで既に７００人以上が起訴されています。　しかし、最長で２０年の刑期が課せられる重罪、

Seditious Conspiracy での訴追は初めてで、重大な進展です。　これは、前大統領トランプ氏とその側近がこの

議会暴動を扇動したかどうか、追及される可能性を示すと見られているからです。　

　本件を立法府の立場から調査している下院特別委員会は、最高裁の裁可を得て、トランプ氏が開示を拒否したホ

ワイト・ハウスの関係書類を入手し精査中です。　同委員会はトランプ氏の長女でアドバイザーだったイヴァンカ

氏等に対しても証言を求める書簡を出しています。　司法当局の捜査そして委員会の調査が、トランプ氏やその周

辺を Seditious Conspiracy で訴追するに至るのか、法的にも政治的にも緊迫した状況が続きそうです。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Seditious Conspiracy
暴動扇動共謀罪

 米 語
Watch

 【220】

評
価
を
せ
ず
に
報
酬
は
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
か
？

クイック USA

78
▼
Ｏ
Ｋ
Ｒ
と
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
違
い
は

動
画
で
も
説
明
を
し
て
い
る
の

で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
御
覧
下

さ

い
。
︵https://youtu.be/

rqh-eT
B

iO
K

Q

︶

■
Ｏ
Ｋ
Ｒ
の
事
例

以
下
は
3
年
前
か
ら
の
Ｏ

Ｋ
Ｒ
ブ
ー
ム
を
創
り
出
し
た

John D
oerr

の“
M

easure 
W

hat M
atters”

の
運
営
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
出
し
て
い

る
事
例
だ
。
下
記
は
Ｈ
Ｒ
の
Ｏ

Ｋ
Ｒ
の
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

 H
ire 10 new

 em
ployees 

by end of M
arch.

︵
３
月

末
ま
で
に
10
名
雇
用
す
る
︶

Ｋ
Ｒ
１

D
evelop an annual hir-

ing plan by end of Feb-
ruary.

︵
2
月
末
ま
で
に
年
間

の
採
用
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
︶

Ｋ
Ｒ
2

O
n

board 2
 recru

itin
g 

agencies for E
ngineer-

ing and Sales hiring by
February 15th.

︵
２
月

15

日
ま
で
に
２
つ
の
人
材
紹
介
会

社
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
セ
ー
ル

ス
を
採
用
す
る
︶

Ｋ
Ｒ
3

L
au

n
ch

 n
ew

 careers 
p

ag
e w

ith
 em

p
lo

y
ee 

content to im
prove hir-

ing brand.

︵
採
用
ブ
ラ
ン
ド

を
高
め
る
た
め
のW

eb

ペ
ー

ジ
を
作
成
す
る
︶

Ｋ
Ｒ
4

R
estru

ctu
re em

ploy
ee 

referral program
 to gen-

erate 10%
 m

ore refer-
rals.

︵
従
業
員
か
ら
の
紹
介
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
再
構
築
し
て
紹
介

を
10
％
増
加
す
る
︶

h
ttp

s://w
w

w
.w

h
a

t-
m

atters.com
/get-ex

am
-

ples#
H

R

い
か
が
だ
ろ
う
か
？
と
て

も
シ
ン
プ
ル
な
構
成
に
な
っ
て

い
る
の
が
分
か
る
。
こ
の
Ｏ

Ｋ
Ｒ
を
ベ
ー
ス
に
頻
繁
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
を
行
う
と
い
う
こ
と

だ
。

■
評
価
を
せ
ず
に
報
酬
は
ど
う

や
っ
て
決
め
る
の
か
？

そ
こ
で
疑
問
に
な
る
の
は
評

価
を
せ
ず
に
報
酬
は
ど
う
や
っ

て
決
め
る
の
か
？
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
３
つ
の
方
法
が
よ
く

と
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

①M
arket R

ating

②M
anager D

iscretion

③Shadow
 R

ating

①M
arket R

ating

は
市
場

の
調
査
で
出
て
く
る
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

人
材
を
市
場
か
ら
雇
用
し
た
ら

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
24
日
︵
木
︶
午
後
４

時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
︵
ラ
イ

ブ
配
信
︶
で
﹁
２
０
２
２
年

Ｎ
Ｒ
Ｆ
︵
全
米
小
売
業
協
会
︶

年
次
総
会
に
見
る
米
国
小
売
業

界
の
ト
レ
ン
ド
・
最
新
動
向
に

つ
い
て
﹂
と
題
し
た
中
小
企
業

向
け
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。米

国
の
小
売
業
界
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
み
な
ら
ず
イ
ン
フ
レ
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
、
労

働
力
不
足
で
先
行
き
が
不
透
明

だ
が
、
一
方
で
リ
テ
ー
ル
Ｄ
Ｘ

(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン)

に
よ
り
急
速
に

革
新
が
進
ん
で
い
る
。

今
回
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は

２
０
２
２
年
の
米
国
小
売
業

界
の
ト
レ
ン
ド
と
最
新
動
向

に
つ
い
て
解
説
す
る
。
講
師

は
、
サ
チ
エ
・
ヒ
ラ
ヤ
マ
・
リ

テ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
ズ
代

表
、
ジ
ェ
ト
ロ
中
小
企
業
海

外
展
開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
る
平
山
幸
江

氏
。
言
語
は
日
本
語
が
使
用
さ

れ
、
定
員
は
３
０
０
０
人
。
申

し
込
み
はhttps://register.

gotow
ebinar.com

/

米
国
小
売
業
界
の
動
向

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所

24
日
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
小
売
店
賃

貸
料
が
、
５
年
ぶ
り
に
大
幅
下

落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ラ
ン
グ
・
ラ

サ
ー
ル
︵
Ｊ
Ｌ
Ｌ
︶
に
よ
る
と
、

昨
年
10
〜
12
月
︵
第
４
四
半

期
︶
の
希
望
賃
貸
料
平
均
が
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
主
要
な
商
業
地

区
全
体
で
前
年
同
期
比
14
％
下

落
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
賃

料
は
37
％
と
大
幅
に
下
落
し
て

お
り
、
Ｊ
Ｌ
Ｌ
は
﹁
借
り
手
を

引
き
つ
け
る
た
め
に
貸
主
側
が

賃
料
設
定
を
改
め
た
た
め
﹂
だ

と
説
明
し
て
い
る
。
一
方
で
、

新
規
リ
ー
ス
契
約
件
数
は
前
四

半
期
比
で
24
％
増
加
。
空
室
率

は
27
％
と
な
り
、
昨
年
記
録
し

た
過
去
最
高
水
準
の
28
％
か
ら

低
下
し
た
。

商業不動産が大幅下落
マンハッタンで５年ぶり

い
く
ら
支
払
う
の
か
？
そ
し
て

ボ
ー
ナ
ス
は
ど
の
程
度
支
払
う

の
か
？
と
い
う
観
点
で
決
定
す

る
方
法
だ
。

②M
anager D

iscretion

は

ま
さ
に
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
判
断
。

米
系
の
企
業
で
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
人
件
費
の
予
算
を
握
っ
て
い

る
こ
と
も
多
い
た
め
、M

an-
ager

の
判
断
で
決
め
る
と
い

う
こ
と
だ
。
頻
繁
な
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
あ
れ
ば
、
そ
の
決
定
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

③Shadow
 R

ating

は
評
価

制
度
で
は
な
く
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

あ
る
い
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
評

価
を
行
う
と
い
う
方
法
だ
。

ど
の
方
法
も
一
長
一
短
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
今
ま
で
の
評
価

制
度
も
完
璧
だ
っ
た
と
は
言
い

が
た
い
。
評
価
制
度
を
止
め
た

企
業
は
2
の
方
法
を
と
っ
て
い

る
会
社
が
最
も
多
い
よ
う
だ
。

こ
こ
8
年
く
ら
い
で
少
し
ず
つ

広
が
っ
て
い
る
評
価
制
度
な
し

の
運
営
方
法
。
御
社
も
取
り
入

れ
て
み
ま
す
か
？

山
口

憲
和

Philosophy LLC  
代
表

www.919usa.com

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
２
月
23

日
︵
水
︶
に
﹁︻
無
料
︼
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
体

験
ク
ラ
ス
︵
ズ
ー
ム
イ
ベ
ン

ト
︶
﹂
を
開
催
す
る
。
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶
を
作
る
た

め
の
最
も
基
本
的
な
言
語
。
こ

の
２
つ
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
で

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
づ
く
り
の
基
礎

を
学
ぶ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ

く
る
た
め
に
勉
強
し
て
み
た
い

け
ど
﹁
プ
ロ
グ
ラ
ム
初
心
者
で

も
大
丈
夫
か
？
﹂
と
い
っ
た
疑

問
や
不
安
を
持
つ
人
に
、
実
際

に
簡
単
な
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し

て
も
ら
い
不
安
や
疑
問
に
応
え

る
。
３
月
１
日
か
ら
始
ま
る
Ｈ

Ｔ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
本
コ
ー
ス

を
修
了
す
る
と
、
自
分
で
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
手
順
な

ど
を
習
得
で
き
る
。
無
料
体
験

ク
ラ
ス
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
り
23

日
の
午
後
８
時
︵
Ａ
ク
ラ
ス
︶

か
ら
と
９
時
︵
Ｂ
ク
ラ
ス
︶、

Ａ
ク
ラ
ス
と
Ｂ
ク
ラ
ス
の
内
容

は
同
じ
。
住
所
、
電
話
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
希
望
ク

ラ
ス
を
選
択
し
、
Ｅ

メ
ー
ル

quick@
919usa.com

に

申

し
込
む
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
り
方
教
え
ま
す

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
言
語
無
料
体
験

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
23
日
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

https://youtu.be/
https://youtu.be/
https://youtu.be/
https://register
https://register
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:quick@919usa.com
mailto:quick@919usa.com
mailto:quick@919usa.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
https://gammalaw.com/ja/
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 ローカル
  スクランブル　

New Jersey

大
切
な
人
と
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
週
末
を
楽
し
も
う

今
週
や
来
週
の
週
末
は
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
。
大
切
な
人
と
過
ご
す
予

定
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？
カ

ッ
プ
ル
で
楽
し
め
る
Ｎ
Ｊ
の
イ

ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

＊
モ
リ
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
グ
ラ
ス
・

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
・
デ
ー
ト
・

ナ
イ
ト

19
日
午
後
４
時
30
分-

６
時

30
分
︵
11
日
、
12
日
、
18
日
の

同
イ
ベ
ン
ト
は
売
切
れ
︶T

he 
M

orris C
ou

n
ty

 Sch
ool 

of G
lass  (89 W

hippany 
R

d., M
orristow

n)

音
楽
と
共
に
、
ワ
イ
ン
で
乾

杯
。
事
前
に
購
入
す
れ
ば
花
束

の
用
意
も
あ
り
。
参
加
費
：
１

人
75
ド
ル
。
要
予
約
。
詳
細
は
、

w
w

w
.littleridgenj.com

＊
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
・
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
・
シ
ョ
ー
・
ロ
マ

ン
シ
ン
グ
・
ス
タ
ー
ズ
＆
レ
ー

ザ
ー
・
ラ
ブ

14

日

午

後

７

時

と

８

時

R
a

rita
n

 V
a

lle
y 

C
o

m
m

u
n

ity
 C

o
lleg

e 
Planetarium

 E
ast B

ldg.  
(1

1
8

 L
am

in
g

ton
 R

d
., 

B
ranchburg)

７
時
の
回
は
カ
ッ
プ
ル
専
用
イ

ベ
ン
ト
。
満
天
の
星
空
を
眺
め

な
が
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰

囲
気
に
浸
ろ
う
。
８
時
の
回

は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音
楽
の

シ
ョ
ー
を
楽
し
も
う
。
参
加

費
：
１
人
10
ド
ル
︵
両
方
見
る

場
合
は
１
人
18
ド
ル
︶。
予
約

が
望
ま
し
い
が
チ
ケ
ッ
ト
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
窓
口
で
購
入
。

詳
細
は
、w

w
w

.raritanval.
edu/planetarium

同
校
で
は
、
２
１
０
０
度
の
高

熱
炉
で
カ
ッ
プ
ル
で
協
力
し
あ

い
、
思
い
出
に
残
る
特
別
な
ガ

ラ
ス
細
工
を
作
っ
て
、
ア
ツ
ア

ツ
度
を
上
げ
よ
う
。
初
心
者
歓

迎
。
参
加
費
：
カ
ッ
プ
ル
で

１
９
５
ド
ル
。
要
予
約
。
詳
細

と
申
し
込
み
は
、

w
w

w
.m

csog.com

＊
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ィ
ナ
ー
・

ア
ッ
ト
・
リ
ト
ル
リ
ッ
ジ
・
バ

イ
ン
ヤ
ー
ド

11

日
、

12

日

午

後

５

時-

８

時

Little R
idge 

V
iney

ard's  (607 R
idge 

R
d., Phillipsburg)

美
味
し
い
デ
ィ
ナ
ー
や
ラ
イ
ブ

Ｎ
Ｊ
州
で
は
、
州
を
南
北

に
貫
く
主
要
な
高
速
道
路
が

有
料
道
路
に
な
っ
て
い
る
が
、

２
０
２
０
年
の
大
幅
値
上
げ
に

続
き
、
１
月
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
タ
ー
ン
パ
イ
ク
と
ガ

ー
デ
ン
ス
テ
ー
ト
パ
ー
ク
ウ
ェ

ー
の
通
行
料
を
そ
れ
ぞ
れ
３
％

ず
つ
値
上
げ
し
た
。

２
０
２
１
年
末
の
時
点
で

は
、
両
高
速
道
路
の
利
用
者
数

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
97
％
ま

で
回
復
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま

で
の
収
益
激
減
が
尾
を
引
い
た

形
で
２
０
２
０
年
時
点
で
既
に

今
回
の
値
上
げ
は
決
め
ら
れ
て

い
た
模
様
。
前
回
の
値
上
げ
と

比
べ
る
と
値
上
げ
率
は
高
く
な

い
が
、
毎
日
同
高
速
道
路
を
利

用
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

は
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。

値
上
が
り
し
た
Ｎ
Ｊ
の
高
速
料
金

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
州
知

事
は
７
日
、
学
校
職
員
と
生
徒

の
マ
ス
ク
着
用
義
務
を
３
月
７

日
に
解
除
す
る
と
発
表
し
た
。

た
だ
し
マ
ス
ク
着
用
を
強
く
望

む
地
区
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

着
用
義
務
を
認
め
る
な
ど
段
階

的
に
行
う
。
感
染
者
が
再
び
急

増
し
た
場
合
は
マ
ス
ク
義
務
を

復
活
さ
せ
る
︵
１
面
に
記
事
︶。

マ
ー
フ
ィ
ー
知
事
の
補
佐
官

は
、
解
除
の
理
由
と
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と
と
新

規
感
染
者
の
減
少
お
よ
び
重
症

度
の
低
下
、
ま
た
５
歳
未
満
の

子
供
へ
の
ワ
ク
チ
ン
が
近
く
認

可
さ
れ
そ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら

と
述
べ
て
い
る
。

米
国
で
は
マ
ス
ク
着
用
を
め

ぐ
っ
て
は
大
き
な
争
点
と
な
っ

て
き
た
。
共
和
党
が
知
事
を
務

め
る
テ
キ
サ
ス
州
や
フ
ロ
リ
ダ

州
で
は
学
校
で
の
マ
ス
ク
義
務

化
を
禁
止
と
し
、
法
廷
闘
争
に

ま
で
至
っ
た
。
一
方
、
民
主
党

が
知
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｙ
州
や
Ｎ

Ｊ
州
な
ど
で
は
厳
格
な
着
用
義

務
を
課
し
て
い
た
。
し
か
し
こ

こ
に
来
て
緩
和
や
廃
止
の
動
き

が
起
き
て
い
る
。

学
校
内
で
の
マ
ス
ク
着
用

３
月
７
日
に
解
除
を
発
表

http://www.littleridgenj.com
http://www.littleridgenj.com
http://www.littleridgenj.com
http://www.mcsog.com
http://www.mcsog.com
http://www.mcsog.com
www.raritanval.edu/planetarium
http://jmart-usa.com/en/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
http://www.salon-oasis.net
https://tawaramart.com/
http://www.jwsnj.org/
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
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BOOKS
こ
の
本
は
、
私
た
ち
が
日
常

や
ろ
う
思
っ
て
い
て
も
、
後
回

し
に
し
て
し
ま
う
﹁
怠
け
心
﹂

の
源
泉
や
、
習
慣
に
つ
い
て
紐

解
き
、
集
中
力
の
な
さ
や
、
持

続
力
の
な
さ
の
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
悪
い

習
慣
を
改
め
、
良
い
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
書
か

れ
て
い
る
。

本
書
の
中
で
﹁
努
力
﹂
と
﹁
我

慢
﹂
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
。
自
分
で
選
ん
だ
事
や

選
ん
だ
道
を
進
ん
で
目
標
を
目

指
し
て
頑
張
る
こ
と
を﹁
努
力
﹂

と
い
う
。
頑
張
っ
て
努
力
し
て

目
標
に
達
し
た
時
の
達
成
感
や

そ
こ
か
ら
降
り
る
と
き
の
開
放

感
、快
感
を
味
わ
え
る
か
ら
だ
。

一
方
、
人
か
ら
命
令
さ
れ
た

り
、
目
標
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず

に
い
つ
ま
で
も
上
り
坂
だ
け
が

続
く
坂
道
を
歩
い
て
登
っ
て
い

く
の
を
﹁
我
慢
﹂
と
い
う
。
報

酬
が
得
ら
れ
な
い
、
自
分
が
目

標
と
し
た
こ
と
を
達
成
す
る
見

込
み
の
な
い
こ
と
は
誰
で
も
や

り
た
く
な
い
。
た
だ
、
好
き
な

こ
と
、
自
分
で
選
ん
だ
こ
と
を

進
め
る
に
も
、
最
初
は
﹁
我

慢
﹂
か
ら
始
ま
る
。
坂
道
を
登

る
こ
と
を
耐
え
る
我
慢
だ
。
峠

に
達
し
た
時
点
で
我
慢
は
努
力

に
代
わ
り
、
努
力
が
報
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
何
ご
と

に
も
最
初
は
我
慢
が
必
要
に
な

る
。
三
日
、
三
月
、
三
年
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
三
日
続
い
た

ら
３
か
月
持
ち
、
３
か
月
続
い

た
ら
３
年
持
つ
。
３
年
続
い
た

ら
あ
と
は
習
慣
と
し
て
乗
り
切

っ
て
い
け
る
自
分
に
な
っ
て
い

る
と
。
そ
れ
が
で
き
ず
に
諦
め

る
の
を
三
日
坊
主
と
い
う
。
昔

の
人
が
﹁
石
の
上
に
も
三
年
﹂

と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。

こ
の
本
で
は
、
才
能
は
努
力

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
も
の
だ
と
説
く
。
生
ま
れ
持

っ
て
授
か
っ
た
才
能
と
い
う
も

の
を
否
定
は
し
て
い
な
い
が
、

地
道
な
努
力
を
異
常
な
パ
ワ
ー

と
情
熱
で
続
け
ら
れ
る
者
が
、

自
ら
の
リ
ミ
ッ
ト
を
押
し
上
げ

て
、
限
界
の
上
限
を
引
き
あ
げ

て
行
く
の
だ
と
。
天
才
と
言
わ

れ
る
人
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

も
ダ
ビ
ン
チ
も
自
分
は
天
才
だ

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
に
、
努
力

の
人
だ
と
自
認
し
て
い
る
。
あ

る
世
界
で
そ
の
道
の
天
才
的

﹁
才
能
﹂
を
発
揮
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
分
野
の
仕
事
が
三
度

の
メ
シ
よ
り
好
き
な
の
だ
。

第
三
者
か
ら
見
た
ら
大
変
な

努
力
の
成
果
に
見
え
る
が
、
本

人
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
に
辛
い

思
い
は
し
て
い
な
い
。
苦
労
も

感
じ
て
は
い
な
い
。
好
き
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

本
人
に
と
っ
て
は
遊
ん
で
い
る

の
と
同
じ
く
ら
い
に
楽
し
い
こ

と
に
な
る
。
自
分
に
向
い
て
い

る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
見
つ

け
た
ら
、
そ
れ
に
と
こ
と
ん
打

ち
込
む
こ
と
。
大
事
な
の
は
決

し
て
途
中
で
諦
め
な
い
こ
と
。

諦
め
な
け
れ
ば
夢
は
い
つ
か
叶

う
。
叶
う
前
に
死
ん
で
し
ま
う

か
、
叶
え
て
か
ら
死
ぬ
か
だ
け

の
違
い
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
目
の

前
に
あ
る
こ
と
に
向
か
い
合
う

こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
だ
と
。

今
日
、
面
倒
く
さ
い
こ
と

は
、
明
日
に
な
っ
て
も
確
実
に

面
倒
く
さ
い
。
今
日
で
き
な
い

こ
と
は
お
そ
ら
く
明
日
も
で
き

な
い
。
だ
か
ら
今
や
れ
る
な
ら

や
る
こ
と
だ
。﹁
や
る
気
は
、

や
り
始
め
る
前
に
は
お
こ
ら
な

い
﹂
と
い
う
言
葉
に
実
感
。
た

だ
才
能
は
、
努
力
の
積
み
重
ね

だ
が
、
セ
ン
ス
だ
け
は
、
こ
の

本
の
中
で
も
説
明
が
つ
か
な
い

う
よ
う
で
、
セ
ン
ス
の
い
い

奴
、
悪
い
奴
と
い
う
の
は
、
体

験
と
環
境
か
ら
身
に
つ
け
た
何

ら
か
の
動
物
的
感
性
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
才
能
と
い
う
点
で

は
、
こ
の
本
で
は
触
れ
て
い
な

い
が
、
歌
手
の
歌
声
は
ど
う
だ

ろ
う
。
レ
ッ
ス
ン
は
す
る
だ
ろ

う
が
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
天
性

の
歌
声
と
い
う
の
が
あ
る
の
は

誰
も
が
納
得
だ
ろ
う
。︵
三
浦
︶

才能開花は、努力の習慣で
　　　　　　　佐々木典士・著

ちくま文庫・刊

■わたしの美しい庭 （凪良ゆう、ポプラ文庫）小学生の百
音と統理はふたり暮らし。朝になると同じマンションに住
む路有が遊びにきて 3 人でご飯を食べる。屋上には統理が
神主を務める縁切りの神様を祀る神社がある。断ち切りた
くて色んな人が訪れる。■黄色いマンション 黒い猫（小
泉今日子、新潮文庫）2007 年から 9 年間雑誌『SWITCH』
に連載された「原宿百景」をまとめ、小泉今日子 50 歳の
誕生日記念として発行された書籍の文庫本。原宿の黄色い
マンションに住み、原宿とともに青春を生きた元人気アイ
ドルの普通の日常が綴られる。■田辺聖子 十八歳の日の
記録（田辺聖子、文藝春秋）2019 年にこの世を去った国
民的作家・田辺聖子。2 年後、1945 年から 47 年までの青
春期を綴った日記が発見された。大空襲による家の焼失、
敗戦、早すぎる父の死。全てを失ったが作家になる夢だけ
は諦めなかった。雑誌未掲載原稿、中短篇 4 作を収録。解
説はノンフィクション作家・梯久美子。■絶対に休めない
医師がやっている最強の体調管理　コロナ対応版（大谷義
夫、 日経ビジネス人文庫）大好評だった『絶対に休めない
医師がやっている最強の体調管理』がコロナ対応として大
幅に加筆・修正し文庫本化。医師の大谷義夫さんは発熱外
来で週に 50 人以上のコロナ、インフルエンザ、風邪の患
者を診察。自ら感染しないように注意しつつ生み出した体
調管理術を伝える。■枯れてこそ美しく（戸田奈津子・村瀬実恵子、集英社）
映画字幕といえば戸田奈津子の名前を見ない映画はないくらい翻訳者として
活躍してきた戸田さん、85 歳。日本美術の素晴らしさを世界に伝えてきた
NY 在住の元メトロポリタン美術館特別顧問の村瀬実恵子さん 97 歳。映画
の字幕と日本美術という分野は違えども 2 人に共通する点は多い。ズームに
よる対談。■「日本」ってどんな国？（本田由紀、ちくまプリマー新書）著
者は社会学者で、東京大学大学院教育学研究科教授である。日本という国に
ついて世代ごとに印象は異なる。しかし日本という国を知るには世界各国と
共通の尺度で比べてみるという、日本を社会学するという試みがまとめられ
た。国際比較データで世界における日本の位置が明確に見えてくる。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

屋
上
に
縁
切
り
神
社
が
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
。
ア
イ
ド
ル
だ
っ
て
普
通
の
日
常
が
あ
る
。

18
歳
の
田
辺
聖
子
の
日
記
。
医
師
が
教
え
る
コ
ロ
ナ
禍
の
体
調
管
理
。
戸
田
奈
津
子
と

村
瀬
実
恵
子
の
ズ
ー
ム
対
談
。
国
際
比
較
デ
ー
タ
で
日
本
を
知
る
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

こ
れ
と
い
っ
て
名
物
の
な

い
、
静
か
で
退
屈
な
村
に
あ
る

小
さ
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
。
お

客
は
め
っ
た
に
き
ま
せ
ん
。
笑

う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
お

じ
い
さ
ん
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

つ
く
り
、
ね
ず
み
を
捕
ら
な
い

ね
こ
が
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
か

ら
外
を
眺
め
て
い
る
の
で
し

た
。
あ
る
日
、
ふ
と
思
い
つ
い

て
作
っ
た
﹁
ね
ず
み
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
﹂
を
ね
こ
が
か
じ
っ
て

み
る
と
…
、
な
ん
て
美
味
し
い

の
で
し
ょ
う
！
﹁
こ
ん
な
に
お

い
し
い
ん
だ
も
の
、
だ
れ
か
に

食
べ
て
も
ら
わ
な
く
ち
ゃ
﹂
そ

こ
で
考
え
た
計
画
と
は
。

ね
こ
の
機
転
と
﹁
ね
ず
み
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
﹂
の
ち
ょ
っ
と

し
た
魔
法
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

美
味
し
そ
う
な
チ
ョ
コ
の
数
々

を
細
部
ま
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト

が
美
し
い
。
ま
た
、
ね
こ
が
お

じ
い
さ
ん
を
笑
わ
せ
よ
う
と
奮

闘
す
る
姿
が
愛
ら
し
く
、
心
が

温
か
く
な
る
絵
本
。
巻
末
に
は

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
歴
史
な
ど
を

含
め
た
解
説
も
つ
い
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
は
２
０
０
７
年

発
表
、
日
本
語
版
は
13
年
発
行

の
﹃
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
の
ね
こ
﹄

︵
ほ
る
ぷ
出
版
︶
。　
　

（
高
田
）

猫
と
お
じ
い
さ
ん
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

 『The Chocolate Cat』
Written by Sue Stainton 

Published by HarperCollins Publishers

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
tel:2019438003
tel:9175773969


街角ファッション
動画DE チェック⑥

(11)　　 ［NY生活ウーマン］　 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）2 月12 日（土）

 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
大
の
女
子
大
生

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 123

　２月に入っても寒暖の差が激しく、快晴の後は霰（あられ）になったりと、
天候の落ち着かない冬となっている。コロナ禍以後、ニューヨーク市では犯
罪が増加、先月新任のキーチャント・スーエル市警本部長は地下鉄のシステ
ム強化を唱えたが、地下鉄も含めた同市の治安は悪化の傾向。先月 15 日の
朝、アジア人のミッシェル・ゴーさん（40 歳）がタイムズスクウェア地下鉄
駅で R 列車に突き落とされて即死した。ペンステーションから南へ５ブロッ
ク、徒歩距離の 7 番街 27 丁目にニューヨーク州立ファッション工科大学（FIT）
がある。FIT は 1944 年に設立されたアート、デザイン、テクノロジー分野の
ニューヨーク州立大学 (SUNY) の一校であり、約 7,500 人の学生と 1,700 人以
上のパートタイムの学生が修行する。「貧乏学生」でも流石に装いにはキラリ
と光るものがあった。                          （ワインスタイン今井絹江、写真も )FEBRUARY

  ◇氏名：オリビア・グラスピー　
（19 歳）
◇職業：FIT でファッション・ビ
ジネス・マネジメントを専攻
◇居住地：FIT の学生寮住まいだ
が出身はオハイオ州
◇着用の服：ジャケットは青空
マーケット、セーターは H&M, ス
カートはレイチェル・ゾー、ブー

ツはノンブランド
◇よく利用する店：沢山ありす
ぎるが、まだ探索中
◇好きなブランド：ドルチェ &
ガッバーナ
◇着こなしで気をつけているこ
と：周りを気にしないで、自分
を表現できる装いをする
◇撮影場所：７番街 27 丁目

動画
インタビュー https://youtu.be/_oKqV1fGBnI

再
び
ソ
ー
ホ
ー
の
街
角
。
週

末
の
朝
、
軽
や
か
な
足
取
り
で

歩
く
女
性
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
お
さ
が
り
の

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
下
は

A
m

erican E
agle

の

Ｔ

シ

ャ
ツ
に
ア
マ
ゾ
ン
の
レ
ギ
ン
グ

ス
だ
。
全
身
黒
色
で
、
極
め
て

ラ
フ
な
ア
ス
レ
ジ
ャ
ー
ス
タ
イ

ル
。﹁
走
る
の
も
好
き
だ
か
ら
﹂

と
コ
メ
ン
ト
す
る
彼
女
は
履
い

て
い
る
ス
ニ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ン
ド

を
思
わ
ず
失
念
。
同
行
す
る
友

人
に
教
え
て
も
ら
い
、﹁
そ
う

そ
う
！
ニ
ュ
ー
バ
ラ
ン
ス
よ
﹂。

ピ
ン
と
伸
び
た
左
足
を
軸
に
綺

麗
に
折
り
曲
げ
た
右
足
を
空
中

で
ピ
タ
リ
と
固
定
し
、
抜
群
の

安
定
感
で
数
秒
間
ス
ニ
ー
カ
ー

を
指
さ
し
続
け
て
い
た
。﹁
実

は
バ
レ
リ
ー
ナ
な
の
﹂
と
い
う

コ
メ
ン
ト
に
納
得
。

普
段
は
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー

な
衣
服
に
身
を
包
み
つ
つ
、

B
randy M

elville

の
よ
う
に

ト
レ
ン
ド
に
敏
感
で
フ
ェ
ミ
ニ

ン
な
ス
タ
イ
ル
や
、
ヴ
ィ
ト
ン

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
モ
デ

ル
達
の
私
生
活
を
追
う
の
も
大

好
き
だ
。
余
暇
は
リ
ン
カ
ー
ン

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
軽
や
か
バ
レ
リ
ー
ナ

セ
ン
タ
ー
で
バ
レ
エ
鑑
賞
。﹁
Ｍ

Ｅ
Ｔ
に
も
よ
く
行
く
の
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
は
至
る
所
が
ア
ー
ト

で
溢
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に

い
る
だ
け
で
自
分
が
ア
ー
ト
と

融
合
し
て
ゆ
く
よ
う
な
気
分
に

な
る
の
﹂。
ゆ
っ
た
り
と
週
末

を
過
ご
す
た
め
、
ソ
ー
ホ
ー
在

住
の
バ
レ
リ
ー
ナ
友
達
の
家
に

前
泊
。
朝
食
を
食
べ
て
か
ら
一

緒
に
バ
レ
エ
教
室
に
向
か
い
、

そ
の
後
は
車
を
運
転
し
て
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
実
家
に
帰
る

予
定
だ
。
一
流
ブ
ラ
ン
ド
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
ア
ー
ト
や

バ
レ
エ
。
中
身
は
芸
術
志
向
の

素
敵
な
人
た
ち
が
、
さ
り
気
な

く
ラ
フ
な
服
装
で
闊
歩
す
る
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
。
そ
の
神
秘
的
な

魅
力
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
へ

の
街
角
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
深
ま
る
ば
か

り
だ
。

︵Wear2Next

チ
ー
ム
／
ア
パ

レ
ル
業
界
関
係
者
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム
︶

幸
せ
に
な
れ
る
か
も

し
れ
な
い
世
界
の
名
所

占
い
師
鑑
定
サ
イ
ト
の
サ
イ

キ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
は
こ
の
ほ

ど
、
訪
れ
る
と
幸
運
を
も
た
ら

す
世
界
の
観
光
名
所
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
、
金
融
街
の
巨
大

雄
牛
像
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
・
ブ
ル

が
９
位
に
あ
が
っ
た
。

同
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
占
い

師
た
ち
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索

数
や
旅
行
サ
イ
ト
の
レ
ビ
ュ
ー

数
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
数
な
ど
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
各
地
の
幸
運
度
を
分
析

し
格
付
け
し
た
。
チ
ャ
ー
ジ
ン

グ
・
ブ
ル
は
株
価
上
昇
を
願
っ

て
１
９
８
９
年
に
設
置
さ
れ
、

近
年
は
特
に
、
同
銅
像
の
一
部

を
撫
で
た
り
キ
ス
を
す
る
と
冨

と
幸
運
を
も
た
ら
す
と
い
う
噂

が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で

拡
散
し
、
投
稿
数
も
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
は
、

後
ろ
向
き
で
コ
イ
ン
を
投
げ
る

と
幸
せ
に
な
る
と
い
う
ロ
ー
マ

の
ト
レ
ビ
の
泉
だ
っ
た
。
以
下

上
位
10
位
は
、
２
位
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
の
ハ
ギ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア

大
聖
堂
、
３
位
ネ
バ
ダ
と
ア
リ

ゾ
ナ
州
境
の
フ
ー
バ
ー
・
ダ
ム
、

４
位
プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
橋
、
５

位
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ
ー
ニ

ー
城
、
６
位
京
都
の
伏
見
稲
荷

大
社
、
７
位
東
京
の
浅
草
寺
、

８
位
パ
リ
の
ポ
ン
デ
ザ
ー
ル

橋
、
10
位
ベ
ロ
ー
ナ
の
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
の
家
。

https://youtu.be/_oKqV1fGBnI
tel:9175773969
http://op-ed.jp
http://maliliko.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.idocenter.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
日
本
の

年
金
制
度
が
色
々
変
わ
り
ま
す
。

︵
１
︶
繰
り
下
げ
が
75
歳
ま
で

可
能
に

﹁
人
生
１
０
０
年
﹂
に
備
え

る
た
め
年
金
の
繰
下
げ
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
65
歳
か
ら
支

給
さ
れ
る
年
金
の
受
給
を
繰
り

下
る
場
合
、
現
在
最
大
70
歳
ま

で
で
す
が
、
75
歳
ま
で
延
長
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
1
か

月
繰
り
下
げ
る
ご
と
０
・
７
％

増
額
さ
れ
る
の
は
現
行
通
り
で

す
。
70
歳
ま
で
繰
り
下
げ
る
と

42
％
、
75
歳
ま
で
繰
り
下
げ
る

と
84
％
増
額
し
た
年
金
が
終
身

受
け
取
れ
ま
す
。
繰
り
下
げ
期

間
中
は
年
金
の
受
給
は
停
止
し

ま
す
。
受
け
取
れ
な
か
っ
た
金

額
を
受
給
開
始
後
の
増
額
で
取

り
戻
せ
る
年
齢
︵
損
益
分
岐
点
︶

は
、
何
歳
で
受
給
開
始
し
た
場

合
も
受
給
開
始
後
12
年
で
す
。

つ
ま
り
70
歳
受
給
開
始
な
ら
82

歳
、
75
歳
受
給
開
始
な
ら
87
歳

と
な
り
ま
す
。
施
行
日
時
点
で

70
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
す
。

繰
り
下
げ
選
択
で
よ
く
誤
解
さ

れ
る
点
を
説
明
し
ま
す
。

①
繰
り
下
げ
年
齢
︵
繰
り
下
げ

し
た
あ
と
受
給
を
再
開
す
る
年

齢
︶
は
65
歳
時
に
決
め
る
必
要

は
無
く
も
ら
い
始
め
た
い
と
思

っ
た
時
に
手
続
き
を
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
65
歳
か
ら
の
年
金
支
給
は

﹁
老
齢
基
礎
年
金
﹂
﹁
老
齢
厚
生

年
金
﹂
の
２
本
立
て
と
な
り
ま

す
。
繰
り
下
げ
は
両
方
と
も
繰

り
下
げ
る
か
、
そ
の
い
ず
れ
か

を
繰
り
下
げ
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
﹁
老
齢
厚
生
年
金
﹂
を
繰

り
下
げ
て
い
る
間
は
﹁
加
算
年

金
﹂
の
支
給
は
中
断
さ
れ
ま
す

が
﹁
老
齢
基
礎
年
金
﹂
だ
け
の

繰
り
下
げ
で
あ
れ
ば
﹁
加
算
年

金
﹂
は
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
こ

の
点
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
③

繰
り
下
げ
を
選
択
し
た
ら
﹁
加

給
年
金
﹂﹁
振
替
加
算
﹂
は
増

額
し
ま
せ
ん
。
④﹁
遺
族
年
金
﹂

は
繰
り
下
げ
に
よ
り
増
額
し
た

年
金
で
は
な
く
、
65
歳
時
点
で

の
年
金
額
を
基
に
計
算
さ
れ
ま

す
。
年
金
は
長
生
き
の
リ
ス
ク

に
備
え
る
も
の
で
す
。
長
寿
化

時
代
に
は
繰
り
下
げ
の
選
択
も

大
切
な
選
択
肢
で
す
ね
。

︵
２
︶
繰
り
上
げ
の
減
額
率
が

縮
小

受
給
時
期
を
65
歳
か
ら
繰
り
上

げ
て
早
く
受
け
取
る
と
１
か
月

ご
と
に
年
金
額
は
減
り
ま
す
。

減
額
率
は
こ
れ
ま
で
の
０
・
５

％
か
ら
０
・
４
％
に
縮
小
さ
れ

ま
す
の
で
、
や
む
を
得
な
い
事

情
で
繰
り
上
げ
を
す
る
方
に
は

朗
報
で
す
が
、
基
本
繰
り
上
げ

は
進
め
ら
れ
ま
ん
。
繰
り
上
げ

の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
減

額
さ
れ
た
年
金
額
が
生
涯
つ
づ

き
、
あ
と
で
取
り
消
す
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。

︵
３
︶
働
い
て
い
て
も
年
金
額

が
減
り
に
く
く
な
り
ま
す

60
歳
以
降
に
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
働
き
、
一
定
以
上
の
収

入
を
得
る
と
年
金
の
一
部
か
全

部
が
も
ら
え
な
く
な
る
の
を

﹁
在
職
老
齢
年
金
﹂
と
い
い
ま

す
。
60
歳
か
ら
64
歳
は
こ
の
仕

組
み
が
変
わ
り
ま
す
。
現
在
は

賃
金
と
年
金
の
合
計
が
月
28
万

円
を
超
え
る
期
間
が
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
基
準
が

47
万
円
に
上
が
り
ま
す
。
高
齢

者
の
勤
労
意
欲
を
高
め
る
に
は

有
効
な
制
度
変
更
で
す
。

︵
４
︶
65
歳
以
上
の
年
金
額
は

働
け
ば
毎
年
増
加

65
歳
以
上
の
厚
生
年
金
受
給

者
は
働
い
て
い
る
間
は
年
金
が

増
え
ず
、
退
職
時
な
ど
に
ま
と

め
て
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、
働
き

な
が
ら
で
も
毎
年
１
回
、
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
長
く
働
く
こ
と
に
よ
る

年
金
増
加
の
メ
リ
ッ
ト
が
早
期

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
、
高
齢
者
の
就
労
意
欲
向

上
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
年
音
楽
祭

が
、
3
月
5
日
と
６
日
に
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ハ
ウ
ス
の
ヴ
ィ

ク
タ
ー
・
ボ
ー
ジ

ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
。
音
楽
祭
で
は
、

1
日
目
は
﹁
最
近
の
日
本
の

音
II
﹂
と
題
し
た
若
手
作
曲
家

３
人
に
よ
る
委
嘱
新
作
を
中
心

と
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
2
日
目

は﹁
池
内
友
次
郎
と
そ
の
門
下
﹂

と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
作

曲
家
そ
し
て
師
と
し
て
日
本
の

音
楽
界
に
多
大
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
池
内
友
次
郎
と
そ
の
影

響
下
の
作
曲
家
の
作
品
を
彼
の

孫
で
チ
ェ
リ
ス
ト
の
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
ナ
・
レ
イ
コ
・
ク
ー
パ
ー

の
演
奏
を
通
じ
て
披
露
す
る
。

加
え
て
、
恒
例
の
講
演
会
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
す
る
。
入
場

者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

１
４
０
席
に
制
限
。
入
場
の
際

に
は
ワ
ク
チ
ン
証
明
と
Ｉ
Ｄ
の

提
示
、
ま
た
マ
ス
ク
着
用
も
必

要
。
参
加
費
は
各
コ
ン
サ
ー
ト

一
般
25
ド
ル
︵
Ｍ
Ｆ
Ｊ
メ
ン
バ

ー
20
ド
ル
︶、
学
生
・
シ
ニ
ア

20
ド
ル
。
申
し
込
み
リ
ン
ク
は

https://m
usicfrom

japan.
org/u

pcom
in

g-ev
en

ts

。

詳

細

リ

ン

ク

はhttps://
m

fj2022.eventbrite.com

。

Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
は
４
日
か

ら
、
公
立
校
の
金
曜
日
の
学
食

を
完
全
に
ビ
ー
ガ
ン
︵
菜
食
主

義
︶
に
す
る
新
た
な
方
針
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ズ
同
市

長
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
長
当
時

の
２
０
１
８
年
、
持
病
の
２
型

糖
尿
病
の
症
状
が
健
康
食
に
変

え
る
こ
と
で
改
善
し
た
経
験
か

ら
、
学
校
で
の
健
康
食
を
推
奨

し
、
同
区
内
15
校
で
毎
月
曜
日

に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
朝
食
と
昼

食
を
提
供
す
る
試
験
的
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。
翌
学
年
度

に
は
同
市
内
す
べ
て
の
公
立
学

校
で
、
月
曜
と
金
曜
の
メ
ニ
ュ

ー
が﹁
ミ
ー
ト
レ
ス︵
肉
無
し
︶﹂

と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
ど
始
ま
っ
た
﹁
ビ
ー

ガ
ン
・
オ
ン
リ
ー
・
フ
ラ
イ
デ

ー
ズ
﹂
は
さ
ら
に
健
康
志
向
レ

ベ
ル
を
高
め
完
全
に
植
物
由
来

の
材
料
の
み
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
た
め
、
肉
だ
け
で
な
く
、
マ

カ
ロ
ニ
・
ア
ン
ド
・
チ
ー
ズ
や

ピ
ザ
に
使
わ
れ
る
乳
製
品
も
猶

予
期
間
後
は
材
料
か
ら
完
全
に

外
さ
れ
る
。
牛
乳
は
、
米
農
務

省
︵
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
︶
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
従
っ
て
引
き
続
き
提
供

さ
れ
る
。
同
局
が
公
表
し
て
い

る
ラ
ン
チ
・
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る

と
、
初
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ベ
ジ

ー
・
タ
コ
ス
と
味
付
き
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
だ
っ
た
。

金
曜
の
給
食
は

公
立
校
で
菜
食
に

ミュージック・フロム・ジャパン

３
月
５
日
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
で

講
演
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://musicfromjapan
https://musicfromjapan
https://mfj2022.eventbrite.com%E3%80%82
https://mfj2022.eventbrite.com%E3%80%82
https://mfj2022.eventbrite.com%E3%80%82
https://mfj2022.eventbrite.com%E3%80%82
https://mfj2022.eventbrite.com%E3%80%82
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二
〇
二
一
年
五
月
二
十
三

日
、
晴
れ
。
初
め
て
大
好
き
だ

っ
た
家
族
が
死
ぬ
の
を
見
ま

し
た
。

わ
た
し
は
、
ペ
ッ
ト
の
犬
を

飼
っ
て
い
て
、﹁
え
び
ち
ゃ
ん
﹂

と
い
う
名
前
で
し
た
。
え
び
ち

ゃ
ん
は
家
族
で
し
た
。

え
び
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
い
黒

色
の
ペ
キ
ニ
ー
ズ
で
、
七
才
ま

で
英
語
し
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
に
、
お
母
さ
ん
に
出
会
っ

て
か
ら
は
日
本
語
も
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
は
、﹁
え
び
ち

ゃ
ん
は
、
英
語
、
日
本
語
、
犬

語
が
わ
か
る
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ

ル
だ
。﹂
と
、
よ
く
自
ま
ん
し

て
い
ま
し
た
。

え
び
ち
ゃ
ん
は
わ
た
し
が

生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
そ

ば
に
い
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
が
生
ま
れ
た
時
え
び
ち
ゃ

ん
は
も
う
十
才
で
、
今
わ
た
し

は
十
才
だ
か
ら
、
え
び
ち
ゃ

ん
は
二
十
才
で
死
ん
だ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
、﹁
え

び
ち
ゃ
ん
は
長
生
き
だ
。﹂
と
、

言
い
ま
す
。
昔
は
い
っ
し
ょ
に

お
散
歩
も
し
て
い
た
け
れ
ど
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
か

ら
は
、
ご
飯
を
食
べ
て
、
あ
と

は
ね
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
げ
ん

関
に
む
か
え
に
来
て
く
れ
る

こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
最

近
の
え
び
ち
ゃ
ん
は
毎
日
大

き
な
声
で
鳴
い
て
い
て
体
が

い
た
そ
う
で
し
た
。

今
年
の
五
月
二
十
三
日
に

じ
ゅ
う
医
さ
ん
が
家
に
来
ま

し
た
。
前
の
日
に
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
が
わ
た
し
に
、﹁
明

日
は
大
事
な
日
だ
。﹂
と
教
え

て
く
れ
た
時
は
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
悲
し
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
え
び
ち
ゃ
ん
と
時
間

を
過
ご
し
た
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。

で
も
そ
の
日
、
え
び
ち
ゃ
ん

は
特
に
大
き
な
声
で
鳴
い
て

い
ま
し
た
。
鳴
い
て
い
る
時
わ

た
し
は
え
び
ち
ゃ
ん
が
何
を

し
て
ほ
し
い
の
か
わ
か
ら
な

く
て
、
か
わ
い
そ
う
な
気
持
ち

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
ど
こ

が
い
た
い
の
か
な
。﹂﹁
お
な
か

が
空
い
て
い
る
の
か
な
。﹂﹁
そ

れ
と
も
…
。﹂
色
々
や
っ
て
あ

げ
た
け
ど
鳴
く
の
を
や
め
な

か
っ
た
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

し
て
す
ぐ
に
朝
が
来
ま

し
た
。
一
日
し
か
な
か
っ
た
の

で
、
わ
た
し
は
心
の
準
備
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

じ
ゅ
う
医
さ
ん
が
え
び
ち

ゃ
ん
に
注
し
ゃ
を
打
つ
と
、

十
五
秒
ぐ
ら
い
で
息
が
止
ま

り
ま
し
た
。
死
ん
で
し
ま
っ
た

し
ゅ
ん
間
に
も
う
恋
し
く
な

り
ま
し
た
。じ
ゅ
う
医
さ
ん
は
、

注
し
ゃ
を
打
つ
前
、﹁
亡
く
な

る
時
は
苦
し
ま
な
い
。﹂
と
、

言
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て

わ
た
し
は
、
え
び
ち
ゃ
ん
が
苦

し
ん
で
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い

こ
と
に
安
心
し
て
、
も
う
こ
れ

以
上
、
苦
し
ん
で
ほ
し
く
な
い

の
で
、
じ
ゅ
う
医
さ
ん
を
信
じ

て
、
え
び
ち
ゃ
ん
に
﹁
さ
よ
う

な
ら
。﹂
と
﹁
あ
り
が
と
う
。﹂

を
言
い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
家
族
は
み
ん
な

と
て
も
泣
き
ま
し
た
が
、
弟
の

ヒ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
は
泣
か
ず
に

静
か
に
し
て
い
ま
し
た
。
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
弟

は
二
ヶ
月
前
に
生
ま
れ
た
ば

か
り
で
し
た
。
弟
は
え
び
ち
ゃ

ん
と
い
う
犬
が
い
た
こ
と
も

知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

き
っ
と
覚
え
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

少
し
不
思
議
に
思
っ
た
こ

と
は
、
弟
が
生
ま
れ
る
日
は
予

定
日
が
あ
っ
て
、
大
体
は
わ
か

っ
て
い
た
の
に
、
え
び
ち
ゃ
ん

が
死
ぬ
日
は
誰
に
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

命
が
生
ま
れ
る
と
き
は
予
想

が
つ
き
ま
す
が
、
命
が
消
え
る

と
き
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、

そ
の
時
は
急
に
く
る
の
だ
と

知
り
ま
し
た
。
弟
は
三
月
に
生

ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
本

当
に
三
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
え
び
ち
ゃ
ん
は
急
に
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
三
月
と
五
月
、
生

と
死
の
両
方
を
体
験
し
て
、

二
〇
二
一
年
は
忘
れ
ら
れ
な

い
年
に
な
り
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
は
、﹁
え
び
ち
ゃ
ん
は
お
空

か
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
。﹂
と
、
よ
く
言
っ
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
は
え
び
ち
ゃ
ん

に
い
つ
か
ま
た
会
え
る
と
信

じ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
も
信

じ
て
い
ま
す
。
夢
に
え
び
ち
ゃ

ん
が
出
て
来
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
写
真
も
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
え
び
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

過
ご
し
た
日
々
は
絶
対
に
忘

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

命
は
、
明
日
消
え
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
五
十
年
後
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
百
年
後
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
人
は
い
つ
死
ぬ
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
毎
日
を
楽
し

く
全
力
で
生
き
た
い
、
と
思
い

ま
し
た
。

わ
た
し
は
今
日
も
え
び
ち

ゃ
ん
の
い
は
い
に
あ
い
さ
つ

を
し
て
出
か
け
ま
す
。﹁
え
び

ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
。
行
っ
て

き
ま
す
！
﹂　
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入
学
式
、
運
動
会
に
修
学
旅

行
。
数
あ
る
行
事
の
中
で
わ
た

し
の
最
愛
な
る
イ
ベ
ン
ト
は
た

だ
一
つ
。﹁
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹂
で
あ
る
。
一
年
に

一
度
き
り
し
か
な
い
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
、
ど
れ
だ
け
の
力
を
注

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
、
私
の
人
生
に

と
っ
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
く
と
自
覚
し
て
い
る
。

遡
る
こ
と
約
一
年
前
。
大
成

功
を
収
め
た
五
年
生
の
時
の
劇

を
、
ふ
と
思
い
出
し
て
い
る
頃

が
あ
っ
た
。
そ
の
劇
を
超
え
、

さ
ら
な
る
伝
説
を
G
J
S
に
残

す
、
そ
ん
な
劇
を
今
年
は
ス
ク

フ
ェ
ス
で
し
た
い
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
私
の
高
ま
る
感
情

に
逆
ら
う
か
の
よ
う
に
、
ス
ク

フ
ェ
ス
中
止
の
お
知
ら
せ
は
入

っ
た
。
そ
の
覚
悟
は
で
き
て
い

た
。
そ
の
頃
、
ス
ク
フ
ェ
ス
の

話
を
振
る
と
先
生
の
表
情
は
曇

る
こ
と
、
何
よ
り
学
校
の
再
開

状
況
が
良
く
は
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
。
当
時
小
６
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
心
が
折
れ
る
ほ
ど
に

悲
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
る
。

そ
ん
な
昨
年
度
か
ら
、
少
し

ず
つ
復
活
し
学
校
生
活
を
取
り

戻
し
て
い
っ
た
2
0
2
1
年

度
。
中
等
部
に
入
学
し
て
、
流

れ
る
よ
う
に
月
日
が
経
ち
、
気

が
つ
け
ば
ま
た
こ
の
季
節
が

来
て
い
た
。﹁
恐
怖
﹂
だ
っ
た
。

ま
た
悪
い
知
ら
せ
を
聞
か
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
思

い
で
。
だ
か
ら
、
開
催
決
定
と

聞
か
さ
れ
た
日
は
夢
の
よ
う

に
、
た
だ
た
だ
嬉
し
か
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
私
の
毎
日
は
一
変

し
た
。
来
年
の
こ
と
は
知
れ
な

い
、
今
し
か
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
え
て
、

こ
の
ス
ク
フ
ェ
ス
に
は
全
力
を

ひ
た
す
ら
に
注
い
だ
。
思
い
返

せ
ば
い
く
つ
の
こ
と
を
や
り
遂

げ
た
の
だ
ろ
う
。
実
行
委
員
、

国
語
科
ス
ピ
ー
チ
代
表
、
司
会

進
行
、
決
起
集
会
担
当
。
加
え

て
多
く
の
小
さ
な
こ
と
に
、
進

ん
で
立
ち
向
か
い
、
成
功
に
つ

な
げ
た
。
そ
う
胸
を
張
っ
て
言

え
る
。
何
よ
り
今
年
度
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、

数
日
間
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

自
分
の
ス
ク
フ
ェ
ス
へ
の
思
い

を
6
文
字
に
込
め
て
考
え
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
、
学
校
の
目
指
す
、

ス
ク
フ
ェ
ス
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
。
こ
こ
に
あ
る
嬉
し
さ

は
、
想
像
の
遥
か
先
を
進
ん
で

い
る
。
自
分
が
一
瞬
で
も
や
り

た
い
、
や
れ
る
気
持
ち
を
持
っ

た
の
な
ら
、
引
き
受
け
て
最
後

ま
で
や
る
。
そ
の
一
心
だ
っ
た
。

こ
の
一
ヶ
月
、
私
は
私
の
13
年

間
の
人
生
に
お
い
て
、
一
番
慌

た
だ
し
く
暇
が
な
く
、
で
も
一

番
充
実
し
た
幸
せ
な
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
と
て
も

誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
毎
日
、

頭
の
9
.
5
割
は
ス
ク
フ
ェ
ス

の
こ
と
で
詰
ま
っ
て
い
た
。
き

っ
と
、
仲
間
や
家
族
に
心
配
を

か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
、
心
か
ら
の
笑

顔
で
い
つ
も
過
ご
せ
て
嬉
し
か

っ
た
。
こ
ん
な
歓
び
を
、
あ
り

が
と
う
。

そ
し
て
今
日
。
10
月
8
日
午

後
２
時
10
分
。
青
く
快
晴
の
日
。

閉
会
式
が
終
了
し
た
。
で
も
悲

し
い
思
い
な
ど
無
い
。
私
の
ス

ク
フ
ェ
ス
は
続
い
て
い
く
。﹁
歓

び
を
つ
な
ぐ
﹂
過
去
、
今
感
じ

た
歓
び
を
未
来
へ
み
ん
な
で
繋

げ
て
い
こ
う
。
そ
ん
な
思
い
を

込
め
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
の
だ
か

ら
。　
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生
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と
﹃
死
﹄
﹂

　
　

ニ
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習
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業
校
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ヌ
ン
ニ
エ
ズ

ケ
イ
ラ

﹁
う
ー
ん
、動
け
ー
。﹂﹁
せ
ー
の
、

よ
い
し
ょ
ー
。﹂
雪
が
た
く
さ

ん
つ
も
っ
た
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
の
日
に
、
ぼ
く
の
三
年
生
の

ク
ラ
ス
の
お
友
だ
ち
と
大
き
な

雪
の
玉
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
日
、
ぼ
く
は
、
早
く
休

み
時
間
に
な
ら
な
い
か
な
と
横

目
で
何
回
も
時
計
を
見
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
時

間
が
す
す
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
外
は
ま
っ
白
で
雪
が
ち

ゃ
ん
と
ま
だ
の
こ
っ
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
の
心
は
ど
き
ど
き
わ

く
わ
く
で
す
。

や
っ
と
来
た
休
み
時
間
、
れ

な
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
雪
の
玉
を

こ
ろ
が
し
始
め
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て

こ
ろ
が
す
の
を
手
伝
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
雪
は
フ
ワ
フ
ワ
で

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
。
こ
ろ
が
し
て

い
る
玉
に
ペ
タ
リ
と
は
り
つ
い

た
か
ら
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
、
ぼ
く
は
、﹁
み

ん
な
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
。﹂

と
ク
ラ
ス
の
お
友
だ
ち
に
聞
き

ま
し
た
。﹁
う
ん
、
い
い
よ
。﹂

と
み
ん
な
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
す
る
と
、
今
ま
で
重
か

っ
た
雪
の
玉
が
急
に
軽
く
な
っ

て
、
前
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
こ
ろ
が
り
だ
し
ま
し
た
。
ぼ

く
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
れ

な
ち
ゃ
ん
も
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。け

れ
ど
も
、
雪
の
玉
が
大
き

く
な
る
に
つ
れ
て
、
み
ん
な
の

力
が
ぬ
け
た
よ
う
に
お
す
力
が

だ
ん
だ
ん
弱
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。﹁
あ
ー
も
う
だ
め
か
。﹂
と

思
っ
た
時
に
こ
ろ
が
っ
て
い

た
雪
の
玉
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
何
か
お
か
し

い
な
と
思
っ
て
雪
の
玉
の
上
か

ら
の
ぞ
い
て
見
る
と
、
何
と
後

ろ
側
か
ら
ケ
ネ
ス
君
が
こ
っ
ち

に
向
か
っ
て
お
し
て
い
た
の
で

す
。
み
ん
な
で
大
き
な
声
で
わ

ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
わ
ら
っ
た
か
ら
か

元
気
が
も
ど
っ
て
、﹁
ど
す
こ

い
ど
す
こ
い
。﹂
と
、
お
す
も

う
さ
ん
の
よ
う
に
強
く
前
に
み

ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
押
し
つ

づ
け
ま
し
た
。
浜
田
先
生
も
来

て
く
れ
て
、﹁
が
ん
ば
れ
、
が

ん
ば
れ
ー
。﹂
と
、
お
う
え
ん

し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う
雪
の

玉
は
ぼ
く
の
せ
と
同
じ
く
ら
い

で
す
。
み
ん
な
そ
の
時
に
は
何

も
話
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ぼ

く
と
同
じ
、
う
れ
し
く
て
楽
し

く
て
太
よ
う
の
よ
う
に
明
る
い

気
も
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
、﹁
休
み
時
間
は
お

わ
り
で
す
。﹂
と
、
先
生
の
声

が
聞
こ
え
ま
し
た
。﹁
あ
ー
あ
。﹂

と
ざ
ん
ね
ん
な
気
も
ち
だ
っ
た

け
れ
ど
、
で
も
ぼ
く
た
ち
よ
り

も
大
き
く
な
っ
た
雪
の
玉
を
見

て
、﹁
み
ん
な
で
こ
ん
な
に
大

き
な
雪
の
玉
を
作
れ
て
が
ん
ば

っ
た
な
、
す
ご
い
な
。﹂
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
と
て
も

い
い
気
も
ち
で
国
語
の
じ
ゅ
業

を
始
め
ま
し
た
。
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ニ
ュ
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ヨ
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人
学
校
中
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松
坂

聡
子

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

「きもちになって」
　　　　リセ・ケネディ日本人学校小１

　　　　　　　　　ふじさき　しょうのすけ　

き
ょ
う
、
学
校
で
﹁
く
じ
ら

ぐ
も
﹂
の
お
ん
ど
く
げ
き
を
し

ま
し
た
。
一
ね
ん
一
く
み
の
み

ん
な
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
く
の

き
も
ち
に
な
っ
て
、
か
ら
だ
い

っ
ぱ
い
に
セ
リ
フ
を
よ
み
ま
し

た
。﹁
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
も

い
い
ね
。﹂
こ
れ
が
ぼ
く
の
一

ば
ん
す
き
な
セ
リ
フ
で
す
。
ぼ

く
は
ほ
ん
と
う
に
ピ
ア
ノ
が
す

き
で
、
き
れ
い
な
お
ん
が
く
を

空
の
上
で
え
ん
そ
う
す
る
こ
と

を
か
ん
が
え
る
と
、
と
て
も
す

て
き
な
き
も
ち
に
な
る
か
ら
で

す
。
み
ん
な
も
、
ほ
ん
と
う
に

せ
ん
せ
い
や
く
じ
ら
、
こ
ど
も

に
な
っ
た
み
た
い
で
し
た
。

い
つ
も
は
一
人
で
れ
ん
し
ゅ

う
し
て
い
る
け
れ
ど
、
と
も
だ

ち
と
す
る
お
ん
ど
く
は
、
と
く

べ
つ
た
の
し
い
と
お
も
い
ま
し

た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

「雪遊び」
　　　ニューヨーク育英学園サンデースクール小３

　　　　　　　　　　　ローズ　メイソン　

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
文
化
と
文
化
の
狭
間
で
育

つ
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願

い
、
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護

区
内
﹁
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
﹂の
広
大
な
自
然
の
中
で
、

日
本
語
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年

の
感
染
拡
大
に
伴
う
中
止
を
経

て
、
昨
夏
は
感
染
対
策
を
講
じ

て
実
施
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
カ
ヌ
ー
や
ボ

ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ハ
イ
キ
ン

グ
、
野
外
で
1
泊
す
る
ス
リ
ー

プ
ア
ウ
ト
な
ど
、
普
段
で
き
な

い
こ
と
に
挑
戦
で
き
、
電
子
機

器
か
ら
離
れ
大
自
然
の
中
で
、

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
や
18
歳
以
上

の
リ
ー
ダ
ー︵
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶

と
共
に
過
ご
す
。
リ
ー
ダ
ー
は

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
両
方
で
採

用
さ
れ
、
先
生
の
よ
う
な
﹁
タ

テ
の
関
係
﹂
の
指
導
者
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
近
い
﹁
ナ

ナ
メ
の
関
係
﹂
で
共
に
感
動
し

た
り
、
喜
び
を
共
有
し
た
り
、

失
敗
や
涙
に
寄
り
添
い
な
が
ら

成
長
を
見
守
っ
て
い
く
。﹁
キ

ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
戻

っ
て
く
る
の
が
夢
﹂
と
話
す
子

ど
も
も
多
く
、
実
際
に
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
た
子
ど
も
も
少
な
く

な
い
。
キ
ャ
ン
プ
最
終
日
に
は

初
日
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ

ど
た
く
ま
し
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

今
年
も
４
つ
の
期
間
で
開
催

し
、
１
週
間
、
２
週
間
、
４
週

間
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
。

①
6
月
26
日
か
ら
7
月
8
日

②
7
月
10
日
か
ら
7
月
22
日

③
7
月
24
日
か
ら
8
月
5
日

④
8
月
7
日
か
ら
8
月
19
日

2
月
末
ま
で
に
申
し
込
む
と

特
典
と
し
て
早
期
割
引
が
あ

る
。
ま
た
、
２
０
２
２
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
の
追
加
申

し
込
み
も
受
付
中
。
キ
ャ
ン
プ

に
献
身
す
る
心
を
持
ち
、
自
分

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
責
任
感
と
柔
軟

性
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
て

い
る
。
キ
ャ
ン
プ
未
経
験
で
も

や
る
気
の
あ
る
人
は
歓
迎
。

問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込

み
は
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-info@

frostvalley.org

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
ym

catfv/sum
m

er 

を
参
照

す
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
初
等

部
は
、
３
日
に
﹁
節
分
集
会
〜

心
の
鬼
を
お
い
出
そ
う
〜
﹂
を

実
施
し
た
。
一
人
一
人
、
心
の

中
に
潜
ん
で
い
る
鬼
を
発
表
し

た
後
に
、
登
場
し
た
赤
鬼
と
青

鬼
に
向
か
っ
て
発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
の
豆
を
投
げ
つ
け
て
鬼
を
退

治
し
た
。
鬼
退
治
の
後
は
、
子

ど
も
た
ち
の
心
は
晴
れ
や
か
に

な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
心

の
中
に
残
っ
て
い
る
自
分
の
よ

い
と
こ
ろ
を
カ
ー
ド
に
書
き
留

め
た
。ア
メ
リ
カ
に
い
な
が
ら
、

日
本
の
伝
統
行
事
に
触
れ
る
楽

し
い
時
間
と
な
っ
た
。
冬
か
ら

春
へ
の
変
わ
り
目
の
節
分
に
、

弱
い
心
を
克
服
し
、
困
難
を
乗

り
越
え
、
心
も
体
も
大
き
く
育

っ
て
ほ
し
い
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
全
日

制
課
程
幼
児
部
は
３
日
、
節
分

集
会
を
行
っ
た
。
こ
の
日
に
向

け
て
子
ど
も
た
ち
は
昔
話
や
工

作
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
節
分

へ
の
関
心
を
高
め
、﹁
ど
ん
な

鬼
が
来
る
の
だ
ろ
う
﹂
と
心
待

ち
に
し
て
い
た
。

集
会
で
は
保
育
士
が
節
分
の

意
味
を
説
明
し
、
そ
の
後
み
ん

な
で
豆
ま
き
の
練
習
。
そ
こ
へ

青
鬼
が
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら

登
場
し
た
。﹁
鬼
は
外
！
福
は

内
！
﹂
と
い
う
威
勢
の
い
い
掛

け
声
と
共
に
、
紙
で
作
っ
た
豆

が
鬼
に
向
か
っ
て
投
げ
ら
れ

た
。
怖
く
て
隠
れ
て
し
ま
う
子

ど
も
、
勇
気
を
も
っ
て
鬼
に
立

ち
向
か
う
子
ど
も
、
不
思
議
そ

う
な
表
情
を
し
て
鬼
を
眺
め
る

子
ど
も
と
鬼
へ
の
反
応
は
さ
ま

ざ
ま
。
そ
れ
で
も
悪
い
も
の
を

追
い
出
し
、
み
ん
な
が
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め

て
一
生
懸
命
豆
を
投
げ
て
い

た
。
鬼
が
降
参
し
た
後
は
怖
い

の
も
忘
れ
て
ダ
ン
ス
や
写
真
撮

影
。
鬼
は
﹁
２
０
２
３
年
も
ま

た
来
て
ね
﹂
と
い
う
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
暖
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
い
教
室
を
後
に
し
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人

学

校

は

随

時
、

個

別

の

学

校
見
学
も
受
け
付
け
て
い

る
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

m
a

n
h

a
t

t
a

n
@

ly
ceu

m
ken

n
edy

.org

ま

で
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
日
英
両
言
語
に
対
応

し
て
い
る
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

節
分
集
会
開
く

鬼は外！福は内！
リセ・ケネディ日本人学校

サマー

キャンプ

参
加
者
募
集

東京フロストバレー

YMCA パートナーシップ

http://www.ymcatfv/summer
http://www.ymcatfv/summer
http://www.ymcatfv/summer
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://starchildny.com
http://shidogakuin.com
tel:2122136069
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://www.nykoyamashodo.com/
https://alto-edu.com/
http://www.gwjs.org
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協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
２
年
度
第
45

回
目
春
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考

作
品
発
表
３
月
12
日
号

締
め
切
り

３
月
４
日
︵
金
︶
必
着

第
２
回
選
考

作
品
発
表
４
月
９
日
号

締
め
切
り

３
月
31
日
︵
木
︶
必
着

※
選
考
作
品
の
発
表
号
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

紙
面
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

４
Ｂ
の
鉛
筆
で
力
を
入
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

は
ら
い
の
方
向
を
し
っ
か
り
確
か
め
な
が
ら

書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

画
数
の
多
い
漢
字
は
一
点
一
画
を
正
確
に
書

き
表
す
よ
う
に
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

文
の
中
心
を
意
識
し
、
字
間
を
あ
け
て
書
き

ま
す
。

●
中
学
の
部

１
行
目
の
平
仮
名
は
や
や
小
さ
め
に
し
て
行

に
書
き
納
め
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

連
綿
無
し
の
仮
名
は
細
部
に
渡
り
、
流
れ
の

表
現
と
工
夫
が
必
要
で
す
。

応
募
規
定

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.nyseikatsu.
com

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
年
／
年
齢
別
の
﹁
課
題
﹂
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
︵
団
体
名
、
連
絡

先
等
︶
を
記
入
。

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
︵
学
校
・
教
室
単
位
︶
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
今
期
の
作
品
の
送
付
は

、
現
在
の
不
安
定

な
郵
便
事
情
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー

ル
︵info@nyseikatsu.com

︶
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
︵
ス
キ
ャ
ン
し

た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
︶。
も
し
ど

う
し
て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前

述
の
Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ

私
は
私
立
高
校
の
２
年
生

で
英
語
で
主
要
科
目
の
授
業
を

受
け
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を

希
望
す
る
人
も
多
く
、
私
も
ア

メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
や

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
な
ど
の
テ
ス
ト
を

受
け
る
他
に
、
留
学
生
と
し
て

準
備
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

今
後
、
国
内
の
給
付
型
の
奨
学

金
に
申
請
す
る
予
定
で
す
が
、

も
し
給
付
を
受
け
ら
れ
な
け
れ

ば
４
年
間
の
留
学
の
費
用
が
用

意
で
き
ま
せ
ん
。
親
は
１
年
分

の
学
費
な
ら
出
せ
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
で
も
私
は
１
年
で
は

な
く
４
年
間
を
ア
メ
リ
カ
の
大

学
で
過
ご
し
た
い
の
で
す
が
、

そ
ん
な
多
額
の
奨
学
金
を
出
し

て
く
れ
る
大
学
が
あ
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。
︵
日
本
、
高
校
生
︶

Ａ

日
本
か
ら
学
部
生
と
し
て

ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
人
は
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
や
イ

ン
ド
、
韓
国
な
ど
と
比
べ
る
と

か
な
り
少
数
派
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
大
学
は
多
様
性
を
重
視
し

ま
す
の
で
先
に
挙
げ
た
国
の
出

願
者
に
比
べ
る
と
少
な
い
分
、

日
本
か
ら
の
出
願
者
は
入
り
や

す
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
出
願
者

の
出
身
国
、
出
身
地
を
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
考

慮
に
入
れ
て
合
格
者
を
選
出
し

ま
す
。
テ
ス
ト
ス
コ
ア
や
学
校

の
成
績
、
ク
ラ
ス
の
難
易
度
、

エ
ッ
セ
イ
や
推
薦
状
な
ど
が
重

要
な
要
素
だ
と
い
う
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の

志
願
者
と
差
を
つ
け
る
た
め
に

気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

海
外
か
ら
の
学
生
の
場
合
は

特
に
、
そ
の
国
特
有
な
文
化
や

考
え
方
が
あ
っ
た
り
、
ア
メ
リ

カ
の
学
生
と
違
っ
た
経
験
を
し

て
き
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
強
調
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
が
人

と
ど
う
違
う
か
と
い
う
観
点
か

ら
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
た
り
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
留
学
生
の
存
在
は
、

学
生
た
ち
に
よ
り
多
く
の
学
び

の
場
を
与
え
て
く
れ
る
と
大
学

は
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

大
学
の
多
様
化
に
貢
献
で
き
る

と
い
う
自
負
を
持
ち
、
自
分
が

大
学
生
に
な
っ
た
ら
具
体
的
に

何
が
で
き
る
か
考
え
な
が
ら
準

備
を
進
め
て
下
さ
い
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
す
で
に

受
け
た
り
受
け
る
予
定
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
近
年
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
、
つ
ま
り
ス
コ
ア
を
提
出

し
な
く
て
も
よ
い
大
学
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
や
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
な
ど
外
国

人
の
た
め
の
英
語
能
力
試
験
の

勉
強
に
重
点
を
置
き
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

各
分
野
で
望
む
大
学
の
ス
コ
ア

基
準
に
入
る
よ
う
努
力
し
て
下

さ
い
。
他
が
す
べ
て
よ
く
て
も
、

こ
の
ス
コ
ア
が
低
い
た
め
に
合

格
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
く
ら

い
で
す
。

そ
の
他
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
、
出
願
す
る
大
学
に
対
し

て
そ
の
大
学
に
合
格
し
た
ら
入

学
し
た
い
く
ら
い
気
に
入
っ

て
い
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で

す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
時
期
よ
り

早
め
にE

arly D
ecision

や

E
arly A

ction

で
出
願
す
る

こ
と
が
一
番
効
果
的
で
す
が
、

そ
れ
が
で
き
な
く
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
り
、
質

問
が
あ
れ
ば
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
に
メ
ー
ル
を
送

る
こ
と
で
も
示
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
そ
の
大
学
に
ど
う

し
て
興
味
が
あ
る
の
か
を
書
く

エ
ッ
セ
イ
で
も
、
そ
の
大
学
を

よ
く
リ
サ
ー
チ
し
た
こ
と
が
反

映
さ
れ
た
内
容
に
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

成
績
や
才
能
な
ど
に
よ
っ
て

給
付
さ
れ
る
奨
学
金
は
申
請
す

る
の
で
は
な
く
、
大
学
が
出
願

者
の
中
か
ら
選
出
す
る
の
が
一

般
的
で
す
。
家
庭
の
収
入
や
貯

蓄
額
に
応
じ
て
無
理
の
な
い
学

費
を
払
い
た
い
人
は
、
申
請
し

な
い
人
よ
り
合
格
率
が
低
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
留
学
生

用
の
学
費
援
助
の
申
請
用
紙
を

提
出
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

留
学
生
で
も
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ー
ド

︵C
ollege B

oard

︶

のC
SS 

Profile

や
大
学
独
自
の
申
請

用
紙
の
使
え
る
大
学
に
出
願
す

る
と
、
フ
ル
で
払
う
ほ
ど
高
額

な
学
費
を
払
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
難
易
度
や

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
大
学
リ
ス
ト
を
作
れ

ば
、
親
御
さ
ん
の
用
意
し
て
下

さ
る
資
金
で
行
け
る
自
分
に
合

っ
た
大
学
が
あ
る
は
ず
で
す
。

本欄への相談は

●サトリ・カレッジ・プランニング
E-mail: info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com

サトリ・カレッジ・プランニング　カレッジ・カウンセラー

伴里美相談員（修士号及びカレッジカウンセラー資格取得）

１年分の学費で４年留学できる？

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
の
土

曜
課
程
高
等
部
で
は
、
1
月
29

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ア
ー

ト
講
座
を
実
施
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
東

京
の
３
極
を
ズ
ー
ム
で
繋
ぎ
、

講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
は

池
神
淳
子
氏
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

か
ら
は
小
山
千
鶴
氏
、
東
京
か

ら
は
加
藤
絹
美
氏
。
高
校
生
た

ち
は
、
始
め
て
見
る
異
国
の
芸

術
に
興
味
深
く
見
入
っ
て
い

た
。ま

ず
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
在
住
イ

タ
リ
ア
公
認
ガ
イ
ド
で
あ
る
小

山
講
師
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨

匠
ボ
ッ
テ
チ
ェ
ッ
リ
作
﹁
ラ
・

プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
﹂
が
過
去
に

置
か
れ
て
い
た
場
所
を
追
い
な

が
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
街
並

み
を
映
像
で
紹
介
し
た
。ま
た
、

ガ
イ
ド
な
ら
で
は
の
深
い
知
識

を
も
と
に
、
作
品
中
の
人
物
や

植
物
な
ど
の
意
味
を
詳
細
に
解

説
し
た
。

現
在
は
東
京
在
住
、
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
国
立
博
物
館
で
ガ
イ

ド
経
験
の
あ
る
加
藤
講
師
は
、

ラ
ー
マ
２
世
時
代
に
ワ
ッ
ト
ス

タ
ッ
ト
寺
院
の
礼
拝
堂
入
口
に

あ
っ
た
木
製
扉
を
紹
介
し
た
。

鹿
、
い
の
し
し
、
と
ら
、
猿
、

鳥
な
ど
が
何
層
に
も
わ
た
っ
て

彫
ら
れ
た
国
宝
級
の
作
品
だ

が
、
左
半
分
が
火
災
で
損
傷
し

た
た
め
、
現
在
は
博
物
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

他
、
バ
ン
コ
ク
の
街
並
み
や
お

し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
も
紹
介
し
、

生
徒
た
ち
の
興
味
を
引
い
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｔ
公
式
解
説
員
の
池

神
講
師
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
所
蔵
の
ケ
リ
ー
・
ジ

ェ
ー
ム
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
描

い
た
﹁U

ntitled ( Studio)

﹂

の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
現
在

も
活
動
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の
絵

に
は
黒
人
の
み
が
登
場
す
る
こ

と
に
ふ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
西
洋

絵
画
と
の
違
い
を
語
っ
た
。

高
等
部
ア
ー
ト
講
座

リ
セ
・
ケ
ネ
高
等
部

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com
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EVENT　
■ NY フ ァ ッ シ ョ ン ウ ィ ー ク・2022
〜 23 年 秋 冬 ＝ 2/11 〜 16 SPRING 
STUDIOS（50 Varick St.）毎年春と秋に
開催される、デザイナーやブランドなど
が最新作を発表するファッション業界の
恒例イベント。今回も 1 日に 10 以上の
ランウェイショーとデジタルリリース、
あわせて 60 以上のブランドの新作が発
表される。
詳細は https://nyfw.com
■オフブロードウエーウィーク＝ 2/14 〜
27 1 枚の値段で 2 枚のチケットが購入
できる年に 1 度のチャンス。「ストンプ」
や「ブルーマン」、オフに移った「ジャー
ジーボーイズ」のほか、ウエストビレッ
ジのプレイヤーズ劇場で毎週月曜に行わ
れているマジックショー「マンデー・ナ
イトマジック」など、14 のショーが参加。
詳細は https://www.nycgo.com

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ジャパン・ソサエティー（JS）主催

「マンガとアニメで繋がる世界」＝ 2/15
19:00　漫画家で株式会社ミクシィのコ
ンテンツ・プロダクション・グループマ
ネージャーを務めるジュリア・メクラー
氏、『ジャパナメリカ 日本発ポップカル
チャー革命  』著者のローランド・ケルツ
氏を迎え、マンガ・アニメ業界の現状や
最新トレンド、技術革新について話しを
聞く。参加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.japansociety.org/
■クイック USA 主催「パイソン無料体験」
＝ 2/16 20:00 ＆ 21:00　プログラミン
グ言語 Python（パイソン）初心者のため
のオンラインクラス。2/28 から開始する
本コースの前に実際のプログラミングを
体験し、質問に答えるもの。参加費無料
だが要事前予約。
詳細は https://www.919usa.com
■ジャパン・ソサエティー主催「アジア
太平洋地域における貿易の展望：RCEP
と CPTPP が も た ら す 影 響 」 ＝ 2/17
19:00　元経済財政・再生相の甘利明氏
と米国通商代表部（USTR）元代表のマ
イケル・フロマン氏を招聘し、アジア太
平洋地域における貿易の展望、RCEP と
CPTPP の重要性について考察する。参
加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.japansociety.org
■日米ソーシャルサービス（JASSI）主催、

第 19 回ファンドレージングのためのオ
ンラインセミナー「アートへの誘い：メ
トロポリタン美術館の見どころ」＝ 2/17
20:00　メトロポリタン美術館にある名画
の数々を紹介し、その作品の背景や作者
の生い立ちなどを説明、美術館の楽しみ
方を伝授する。講師はメトロポリタン美
術館公式の吉川淳子さん。参加費：$20。
申 し 込 み は https://www.eventbrite.com/
e/19jassi-tickets-254600606267
■ 外 務 省 国 際 機 関 人 事 セ ン タ ー 主 催

「2022 年 度 JPO 試 験 説 明 会 」 ＝ 2/19
JPO 派遣制度は国際機関が各国の若手人
材を受け入れる制度。募集対象は、開発・
人権・教育・保健・平和構築・IT・広報、
人事等の分野で活躍する 35 歳以下の日
本人。3 月 7 日までの応募について説明
する。参加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/

THEATRE/DANCE
■ 16 ミ リ フ ィ ル ム ア ニ メ の 上 映 会

「Valentine's Day: The Aftermath」＝ 2/18
19:00 The Society of Illustrators（128 E 
63rd St.）1920 〜 50 年代のクラシック作
品から、愛をテーマに専門家が選んだ短
編アニメをアナログフィルムで上映する。
上映後は質疑応答もある。入場料：＄20
詳細はhttps://societyillustrators.org/event/
valentines-aftermath/

ART
■ デ ィ オ ー ル 展 覧 会「Christian Dior: 
Designer of  Dreams」 ＝ 2/20 ま
で　Brooklyn Museum（200 Eastern 
Parkway）ディオールがブランドを設
立した 20 世紀初頭までさかのぼり、資
料や商品とともにハイファッションの
歴史を探る展示。入場料 : 一般 $25、学
生・ シ ニ ア $16、 ４ 〜 12 歳 $10、3 歳
以 下・ 会 員 無 料。 詳 細 は https://www.
brooklynmuseum.org/

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
セ

ン
ト
フ
ラ
ン
シ
ス
大
学
︵180 

R
em

sen Street, B
rooklyn 

H
eights

︶
に
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
齢
や
国
籍
を
持
つ
23
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
展
﹁
ウ
ィ
ー
・
ア
ー
・
ザ
・

ワ
ー
ル
ド
﹂
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
の
リ

ー
ズ
・
カ
リ
ー
と
フ
ラ
ン
シ
ン
・

ロ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
集
め
ら
れ
た
多
様
性
溢

れ
る
絵
画
、
版
画
、
彫
刻
と
と

も
に
、
在
学
生
に
よ
る
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
写
真
作
品
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。
同
展
に
参
加
す
る
日

本
人
作
家
は
遠
藤
良
子
、
神
野

忠
介
、
高
氏
奈
津
樹(

た
か
う

じ
・
な
つ
き
︶、
マ
ー
ク
・
タ

ナ
ベ
。
参
加
者
の
高
氏
は
﹁
こ

の
作
品
は
私
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

か
ら
始
め
た
、
人
が
何
を
信
じ

て
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
古
代
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
信
仰
な
ど

重
要
な
意
味
を
持
つ
シ
ン
ボ
ル

を
組
み
合
わ
せ
１
つ
に
し
た
も

の
。
人
間
の
心
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
、
想
像
力
と
ア
ー
ト

や
デ
ザ
イ
ン
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
の
で
、
そ
の
人
が
何
を
見

て
育
ち
信
じ
て
い
る
か
な
ど

で
、
作
品
の
見
方
や
感
じ
方
が

変
わ
る
の
が
ま
た
面
白
い
と
思

う
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

入
場
無
料
。
展
示
会
最
終
日

の
25
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で
は
、
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.sfc.edu/

を

参
照
す
る
。

Sym
bols (2021)  

高
氏
奈
津
樹

高
氏
奈
津
樹
が
新
作

シ
ン
ボ
ル
と
人
間
の
心

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

星
の
島
句
会

今
も
動
く
夫
の
時
計
や
日
脚
伸
ぶ

江
坂
衣
代    

ビ
ル
街
に
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ
く
春
一
番

月
野
ぽ
ぽ
な

ま
ず
愛
で
る
鶯
餅
の
羽
の
色

中
川
手
鞠

寒
明
け
の
雲
は
ピ
ン
ク
に
な
り
た
が
る

太
田
風
子

旅
の
宿
襖
の
仕
切
る
春
の
闇

亀
田
種
子

hoshinoshima819@
gmail.com

郷
さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
︵
西
20
丁
目
５
０
１

番
地
︶
は
現
代
日
本
画
を
代

表
す
る
若
手
日
本
画
家
に
よ

る

グ

ル

ー

プ

展
﹁A

 N
ew

 
W

ind

〜T
raditions and 

Innovations

〜
﹂
を
開
催
し

て
い
る
。
出
品
作
家
は
、
大
河

原
典
子
、
幸
田
史
香
、
染
谷
香

理
、
野
地
美
樹
子
、
武
蔵
原
裕

二
、
山
浦
め
ぐ
み
の
６
人
。

武
蔵
原
は
動
物
た
ち
の
豊
か

な
表
情
、
生
命
の
美
し
さ
を
表

現
。
幸
田
は
愛
猫
を
メ
イ
ン
の

モ
チ
ー
フ
に
、
日
常
に
潜
む
一

瞬
の
美
し
い
瞬
間
を
表
現
。
染

谷
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
世
界

観
で
あ
る
﹁
ハ
レ
︵
非
日
常
︶・

ケ
︵
日
常
︶﹂
の
概
念
を
﹁
文

様
と
実
像
﹂
と
し
て
表
現
。
山

浦
は
、
日
本
画
の
伝
統
的
な
美

意
識
で
あ
る
﹁
時
空
間
﹂
を
研

究
し
﹁
時
間
﹂
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
。
大
河
原
は
日
本
の
四

季
の
美
し
い
表
情
を
伝
統
的
な

日
本
画
の
技
法
で
表
現
。
野
地

は
、
移
り
変
わ
る
自
然
風
景
を

色
鮮
や
か
に
写
実
的
に
描
い
て

い
る
。
３
月
26
日
︵
土
︶
ま
で
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

曜
か
ら
土
曜
、
午
前
11
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
satosaku

ragallery
.com

を
参
照
。

若手６人グループ展
郷さくらギャラリー NY

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
新
宮
大

史
が
15
日
︵
火
︶
か
ら
３
月

７
日
︵
月
︶
ま
で
、
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構
内
に
あ

る

カ

フ

ェ
・

グ

ラ

ン

ピ

ー

︵C
afe G

rum
py 

︶
に
て
個

展
﹁branew

orld

﹂
を
開
催

す
る
。
新
宮
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

に
あ
る
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
、
松

山
ス
タ
ジ
オ
に
て
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
勤
務
。
同
展
で
は
、

日
本
画
の
モ
チ
ー
フ
と
現
代
の

世
界
観
を
組
み
合
わ
せ
た
作
風

に
取
り
組
む
新
宮
の
新
作
を
展

示
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
18
日
︵
金
︶
午
後

５
時
30
分
か
ら
７
時
ま
で
。

新
宮
大
史

15
日
か
ら
個
展

大河原典子「Flower Dots - Sakura-」

２
月
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